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平成３０年第１回大分県議会定例会

予算特別委員会会議記録（第６号）

――――――――――――――――――――

１ 委員会を開催した年月日、時刻及び場所

平成３０年３月２２日

午前１０時 から

午後 ３時 まで

本会議場において

――――――――――――――――――――

２ 出席した委員の氏名

委 員 長 衞藤 明和

副 委 員 長 毛利 正徳

志村 学 木田 昇

麻生 栄作 二ノ宮健治

衛藤 博昭 守永 信幸

森 誠一 藤田 正道

大友 栄二 原田 孝司

吉冨英三郎 小嶋 秀行

井上 明夫 馬場 林

木付 親次 尾島 保彦

古手川正治 玉田 輝義

土居 昌弘 平岩 純子

嶋 幸一 久原 和弘

油布 勝秀 戸高 賢史

濱田 洋 吉岡美智子

元吉 俊博 河野 成司

末宗 秀雄 荒金 信生

御手洗吉生 堤 栄三

阿部 英仁 桑原 宏史

後藤慎太郎 三浦 正臣

――――――――――――――――――――

３ 欠席した委員の氏名

鴛海 豊 羽野 武男

近藤 和義

――――――――――――――――――――

４ 出席した委員外議員の氏名

なし

――――――――――――――――――――

５ 出席した県側関係者

財政課長 佐藤 章

……………………………………………………

病院局長 田代 英哉

県立病院院長 井上 敏郎

病院局次長兼県立病院事務局長 羽田野茂則

県立病院副院長兼看護部長 玉井 保子

総務経営課長 塩月 裕士

会計管理課長 財前 文晴

医事・相談課長 波多野英昭

総務経営課総務企画監 長野 栄俊

会計管理課施設管理班参事 石原 浩二

……………………………………………………

警察本部長 太刀川浩一

警務部長 加門 俊彦

生活安全部長 江熊 春彦

刑事部長 髙山 譲二

交通部長 渡邉 正典

警備部長 原田秋一郎

警務課長 中津留三次

生活安全企画課長 佐藤由布美

刑事企画課長 工藤 文昭

交通企画課長 横山 弘光

会計課長 田原 和幸

交通指導課長 渡邉 豊士

交通規制課長 三浦 一也

運転免許課長 曽根崎 武

警備第二課長 富谷 修一

警務課組織管理監 河野 康成

会計課課長補佐 安藤 宏

……………………………………………………

教育長 工藤 利明

理事兼教育次長 宮迫 敏郎

教育次長 岩武 茂代

教育次長 木津 博文

教育庁参事監兼教育財務課長 森﨑 純次

教育庁参事監兼
宗岡 功

学校安全・安心支援課長

教育庁参事監兼
後藤みゆき

特別支援教育課長
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教育庁参事監兼文化課長 佐藤 晃洋

教育改革・企画課長 能見駿一郎

教育人事課長 法華津敏郎

福利課長 中村 均子

義務教育課長 米持 武彦

高校教育課長 姫野 秀樹

社会教育課長 阿南 典久

人権・同和教育課長 樋口 哲司

体育保健課長 井上 倫明

屋内スポーツ施設建設推進室長 山上 啓輔

――――――――――――――――――――

６ 付託事件

第１号議案から第１５号議案まで

――――――――――――――――――――

７ 会議に付した事件の件名

① 病院局関係予算

② 警察本部関係予算

③ 教育委員会関係予算

④ 分科会の設置及び付託

――――――――――――――――――――

８ 議事の経過

―――――→…←―――――

衞藤委員長 おはようございます。

ただいまから本日の委員会を開きます。

この際、付託された議案を一括議案とし、こ

れより病院局関係予算の審査に入りますが、説

明は主要な事業及び新規事業に限り、簡潔かつ

明瞭にお願いいたします。

―――――→…←―――――

病院局関係予算

衞藤委員長 それでは、病院局関係予算につい

て、執行部の説明を求めます。

田代病院局長 病院局に関して御審議いただき

ます予算議案は、第１３号議案でございます。

なお、参考までに、まず第１号議案平成３０

年度大分県一般会計予算のうち、福祉保健部予

算の中の病院局関係につきまして御説明申し上

げます。

予算に関する説明書は２５９ページになりま

すが、本日は、お手元にお配りしました平成３

０年度病院局予算概要という資料に沿って説明

させていただきます。

それでは、資料の１ページ目をお開き願いま

す。まず、病院局に関連する平成３０年度の一

般会計予算につきまして御説明申し上げます。

表の左にあります事業名欄の、県立病院対策

事業費は１１億２，４１６万３千円でございま

す。

一番右の事業概要欄をごらんください。

まず、一番上の、病院事業会計負担金１１億

２，３４１万８千円につきましては、県立病院

が行いますがん治療部門や救命救急部門など、

政策医療の不採算部門の運営や、施設、設備の

建設改良に充当いたしました企業債の償還に必

要な経費などについて、地方公営企業法に基づ

いて一般会計から支出するものでございます。

この負担金の中には、旧三重病院の建物等の

起債償還残に対する負担金を含んでおります。

また、精神医療センター開設に向けた職員研

修経費に対する負担金を新たに含んでおります。

なお、平成２９年度当初予算額と比較します

と、ページ右下にありますように、３，３１０

万３千円の減額、前年比９７．１％となってお

ります。

また、上の表の一番右、事業概要欄にありま

す、基金積立金７４万５千円につきましては、

福祉保健部が所管しております県立医療施設整

備基金の運用利息を積み立てるものでございま

す。

以上で一般会計予算のうち病院局関係分の説

明を終わらせていただきます。

続きまして、第１３号議案平成３０年度大分

県病院事業会計予算につきまして御説明いたし

ます。

議案は、７９ページになりますが、本予算に

つきましても、引き続きこの予算概要で説明さ

せていただきます。

１枚めくって、２ページ目をお開き願います。

平成３０年度予算と平成２９年度予算との比較

でございます。

病院事業会計予算につきましては、当該年度

の収支を計上する収益的収支予算と、将来の経

営活動に備えて行う建設改良費や建物等の企業

債の償還金等を計上する資本的収支予算に分か
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れております。

まず、上の表の収益的収支予算について御説

明いたします。

表の一番上、病院事業収益につきましては、

１６５億７００万円を計上しております。これ

は、平成２９年度と比較しますと、一番右の主

な増減理由欄に記載しておりますが、入院収益

が６億１，２００万円、外来収益が５億９，６

００万円と、ともに増収見込みのほか、一般会

計負担金が４，３００万円の減、長期前受け金

戻入や国庫補助金の減などを合わせまして、全

体では１１億４千万円の増額となります。

一方、その下の病院事業費用でございますが、

１６１億７，６００万円を計上しております。

これは、前年度と比較しますと、がん化学療法

等高額医薬品の使用の増加に伴い、材料費が７

億５，７００万円、給与改定と職員の増加に伴

い、給与費が１億３，１００万円、平成２８年

度に更新した医療情報システムの保守委託料の

増加などに伴い、経費が１億１，８００万円の

増などにより、全体では９億６，４００万円の

増額となります。

したがいまして、平成３０年度当初予算の単

年度損益は、３億３，１００万円の黒字を見込

んでおります。

次に、下の表の資本的収支予算については、

後ほど資料の５ページで説明いたします。

３ページ目をごらんください。さきほど御説

明した平成３０年度予算の内訳でございます。

まず、収益的収入及び支出についてでござい

ます。

初めに、（１）病院事業収益であります。

医業収益は、入院収益、外来収益、室料差額

収益などのその他医業収益を加えて、小計の欄

にありますように、１５３億８，４１８万４千

円を見込んでおります。

医業外収益は、受取利息や、国、一般会計か

らの補助金、冒頭で御説明いたしました一般会

計からの病院事業に対する負担金を含めた負担

金交付金、これらに長期前受け金戻入と資本費

繰り入れ収益、その他医業外収益を合わせまし

て、小計の欄にありますように、１１億３０９

万１千円を見込んでおります。

ほかに過年度損益修正益などの特別利益を加

え、病院事業収益は表の右側の一番下の合計の

欄にございますように、１６５億７１２万２千

円でございます。

次のページをお開きください。４ページ目の

（２）病院事業費用でございますが、まず左の

表の医業費用につきましては、職員の給与費、

薬品費等の材料費、委託料や光熱水費等の経費、

施設や医療機器等の減価償却費などでございま

して、表の右側の上段の小計の欄にございます

ように、１６０億５，９９３万２千円を見込ん

でおります。

また、医業外費用は、１億１，３８１万７千

円で、内訳としては、支払い利息及び企業債取

扱諸費が主なものでございます。

これに特別損失を加えまして、病院事業費用

は、右の一番下、合計の欄にありますとおり、

１６１億７，５７４万９千円でございます。

次に、５ページをごらんください。資本的収

入及び支出についてでございます。

まず、（１）の資本的収入は、左の表に掲載

している、企業債、負担金及び補助金で構成さ

れ、そのうち企業債は１３億８，４００万円、

企業債の償還に充当する他会計負担金は４億８，

８３９万５千円、精神医療センターの整備に関

する補助金は４，２０６万１千円であります。

この合計は、１９億１，４４５万６千円となっ

ております。

また、右の表（２）資本的支出は、建設改良

費、企業債償還金及び他会計からの借入金償還

金で構成され、建設改良費のうち、資産購入費

は、医療機器整備などに支出するための費用５

億円でございます。３０年度は、エックス線撮

影装置ほか医療機器等を更新することとしてい

ます。

その下の改築事業費は、大規模改修工事に係

る負担金１０億５，３２５万３千円及び監理委

託費３，５０６万６千円や、精神医療センター

整備に係る負担金１億７，３０６万１千円など、

合計で１３億４，１３８万円でございます。

そして、企業債の償還元金の返済である企業
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債償還金が９億６，９３６万円、旧三重病院の

借入金の償還である他会計からの借入金償還金

が６６８万円でございます。

以上、資本的支出を合計しますと、２８億１，

７４２万円となります。

その下の欄外に記載をしておりますが、資本

的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、

これまでどおり過年度分損益勘定留保資金など

の内部留保金で補填することとしております。

次に、６ページをごらんください。債務負担

行為についてでございます。

まず、上段の大規模改修２期工事についてで

ございます。

本体工事とは別に、３０年度に発注するエレ

ベーター改修工事及び監理委託分として３億２，

２２１万１千円を予定しております。３０年度

予算に１億２，３９２万８千円を計上しており

ますので、債務負担行為の限度額は１億９，８

２８万３千円でございます。

次に、下段の精神医療センター整備事業につ

いてですが、建物建設工事及び監理委託分とし

て１６億８，４８２万４千円を予定しておりま

す。３０年度予算に１億７，２１８万２千円を

計上しておりますので、債務負担行為の限度額

は１５億１，２６４万２千円でございます。

以上で一般会計予算の病院局関係分及び病院

事業会計予算の説明を終わらせていただきます。

御審議のほど、よろしくお願いをいたします。

衞藤委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入りますが、執行部の皆さん

に申し上げます。

答弁は挙手し、私から指名を受けた後、自席

で起立の上、マイクを使用し、簡潔明瞭に答弁

願います。

事前の通告者が１名おります。

それでは、順次指名してまいります。

平岩委員 ありがとうございます。通告に従っ

て２点質問いたします。

１点目は、多くの方の悲願であった県立医療

センターが、精神医療センターの整備が少しず

つ進められていくと思うんですけれども、少し

スケジュール的なことを教えていただければと

いうふうに思います。

患者さんのことを考えると、男性の看護師も

必要になってくると思うんですけれども、経験

のある方も必要になってくる。そうすると、そ

の方たちを、県内の病院から異動していただく

ということになると、県内の病院が困るような

ことになると思う。そうすると、県外の方も含

まれてくるというふうに思いますので、そうい

う職員の数とかですね、その方たちに対する研

修等がどのような形で行われるのかというのを、

まだまだ先のことだと思いますけれども、少し

分かる範囲があれば教えていただきたいと思い

ます。

２点目は、今、働き方改革ということが随分

言われておりますけれども、県立病院で働く方

たちの働き方改革、ドクターも多忙でしょうし、

看護師さんも７対１対応の中で三交代で、引き

継ぎ等で定時退庁ということも難しいような状

況だと思いますが、健康で働けるような職場環

境を県立病院としてどのように、これまでもし

てきたと思いますが、これからもどういうふう

にやっていくのかということも教えていただき

たいと思います。以上です。

塩月県立病院総務経営課長 １点目の、精神医

療センターにつきましてお答えいたします。

現在、実施設計の最終段階でございます。ま

た、センター設置のために購入した土地は、現

在造成工事中であり、今月末には終了する予定

であります。３０年度は、排水処理施設の移設

を行い、その後に本体工事を予定しており、９

月の定例県議会で議決をいただけましたら本契

約を結び、着工といった段取りになっておりま

す。

なお、工期は約１８か月を予定しており、３

１年度、３２年度に必要な医療機器等の整備を

行い、３２年度中の開設を目指しております。

センターに必要となる人員についてでござい

ますが、医師８名、看護師２５名、精神保健福

祉士３名、臨床心理士２名、薬剤師２名、診療

放射線技師、臨床検査技師、栄養管理士、作業

療法士、診療情報管理士が各１名ずつで、計４

５名でございます。現在、当院では精神科医師



- 5 -

予算特別委員会会議記録 第６号

２名を配置していますので、今議会で残りの４

３名分の定数を増員するため、条例改正を提案

させていただいているところです。

研修につきましては、まずはセンター運営の

中核となる看護師を育成するため、３０年度に

院内より選抜した２名を県外先進地に３か月派

遣し、精神病棟における看護実践や他職種との

連携などの実地訓練を行う予定にしています。

また、３１年度から３２年度にかけて、先進

地派遣を予定するほか、その他スタッフについ

ても研修を実施していく予定です。３２年度中

の開設に向け、ハード面だけでなく、ソフト面

もあわせて準備を進めてまいります。

２点目の、職場環境についてでございます。

昨年の１２月に、病院の第三者評価である病

院機能評価を受審し、職場環境をはかる審査項

目でＡ評価という高い評価をいただいたところ

でございます。具体的には、職員への精神的な

サポートを行うため、院内に相談窓口を常設し、

臨床心理士によるカウンセリングを行っている

ほか、民間医療機関の協力による相談事業を実

施していること、定期的に現場に行って職員の

話を聞いたりアンケート調査を実施するなど、

職員の意見を直接取り入れる仕組みを設け、看

護師のユニホームの更新や、病院休憩室の仮眠

設備の設置を行うなど、職員の意見や要望が反

映されるよう努力していること、さらに女性職

員が安心して子育てを行えるよう育児短時間勤

務等の多様な勤務形態の導入に加えて、２４時

間保育と病児保育が可能な院内保育園を設置し、

就労支援を行っていることなどが評価されたと

ころでございます。

こういった職場環境の改善に引き続き努力し

てまいりたいと考えております。

平岩委員 ありがとうございました。県立病院、

Ａ評価だったということで、少し安心いたしま

したが、直接職員の方の意見を聞く機会がある

ということはとても大事なことだろうなという

ふうに思いますし、私、給食、給食は指定管理

に入っていると思うんですけど、そこで働く管

理栄養士の方だとか、看護師の方だとか、直接

お話をすると、やっぱりかなりしんどい、時間

的にですね、かなり厳しいなというふうにも思

いますので、ヒヤリ・ハットがないように、ぜ

ひ支えていっていただきたいと思います。

それから、１点質問ですけれど、県立精神医

療センターの職員の方たち、計４５名というこ

とですけれども、それは本体の県立病院のほう

からの異動者もあり得るというふうに捉えてい

いんですかね。そこを教えてください。

塩月県立病院総務経営課長 ４５名の中には、

特に看護師の部分は２５名なんですけども、経

験者の採用も検討しておるんですが、内部での

異動も現実には行われます。さきほど御質問の

中にありましたように、県外の看護師、経験者、

精神病棟での経験のある看護師を対象とした採

用試験を県外で行うことも検討しているところ

でございます。

衞藤委員長 いいですか。（「はい、ありがと

うございました」と言う者あり）

以上で事前通告者の質疑を終了いたしました。

ほかに御質疑のある方は挙手をお願いいたし

ます。

久原委員 この質疑のことについてね、事前通

告をするというのは、これ基本だと思うんで、

私もやめようかなと思ったら、１人だったから

ちょっと立ちました。

質問したいのは、いわゆる精神医療センター

がいよいよスタートする。私たちはですね、３

年前やったか、４年前だったかは思い出さんの

ですけど、イタリアのほうに視察に行ったこと

があるんです。そのときに、なぜそのときに私

はそこを選んだかといったら、「精神病院を捨

てたイタリア 捨てない日本」というような本

があった。大熊さんという人が何か書いていた。

その中を見たときに、本来、そしてイタリアに

行ってですね、精神病院と精神患者は皆、本来

はないんだということで、精神病院がイタリア

には何にもない。どげしようかいったら、小さ

いころからその発症とかそういうのが分かるん

で、その小さいときに治しておけば、絶対ｵｿﾞ

になってそんなふうにはならんというような形

で医療をずっと進めていると。

そこでですね、日本を見たときには、どこも
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ここも精神病院だらけや。一遍入ったら、もう

一生出られん。こげな病院がもうだらだら・・

・ですね、精神病院見てください。立派な病院

の・・・だ、みんな。ほいで、もう出さんのじ

ゃけん。こんなことじゃ本当にですね、もうな

くならんと思うんですよ。

ところが、今度は県立病院でつくる病院だか

ら、そういうふうなですね、やっぱり今後のあ

の、アメリカもこの前行ったときにはそういう

ことをもう話をしておりましたけど、やっぱり

どうやって精神病院をなくしながら、そして同

時に予防に重点を置くような体制をつくってい

くかというのは、これは極めて重要やと思う。

それが俺はこの、せっかく今度できるね、大分

県の精神医療センターの役割だというような気

がするんで、そこらについてちょっと意見があ

ったら言ってください。院長。

井上県立病院院長 大変重要な御指摘、御質問

だと思ってお聞きしました。委員御指摘のとお

り、イタリアではもう入院施設は基本的には持

たないという医療を精神科の領域では行われて、

非常に先進的であるということは聞き及んでお

ります。ところが、日本では、まだまだ従来型

の収容施設で長期間入院させるという、そうい

う医療がずっと行われておりまして、これはあ

る意味では数十年おくれているのではないかと

指摘される医師もおられます。

そういった中で、県立病院につくられます精

神医療センターは、主に精神科救急、あるいは

精神科疾患に身体合併症を合併した患者さん、

これできるだけ短期間でいろんなところにお戻

しする。あるいは自宅に帰す。あるいは近くの

先生にお返しするという役割を果たすという目

的で運営していきたいと考えております。

全体的な長期間の入院をやめていこうという

流れは、これは国の中でももう既に考えられて

おられまして、日本全体の精神科医療全体でこ

れを是正していくという流れは、今後十分起き

ていくというふうに考えていますので、そうい

う流れに逆らわないような患者さんの流れを意

識していきたいと考えております。以上です。

衞藤委員長 いいですか。

ほかにありませんか。（「関連」と言う者あ

り）

麻生委員 病院事業費用の医業費用等々に関し

て伺います。

まず、安心・活力・発展プランのですね、健

康長寿日本一の実現を目指した、安心で質の高

い医療サービスの充実を掲げておりまして、県

立病院のさらなる機能強化という項目がござい

まして、地域中核病院の医師充足数を平成３１

年度で７７．８％まで持ってくるという目標設

定があるんですが、まず県立病院が新年度の予

算によって充足率はどういう状況なのかという

のを１点お伺いします。

それから、２点目は、給与費に関係をいたし

ますけれども、地域経済分析システムの地域課

題分析調査結果報告書の１８ページによります

と、これは分かればで結構ですけど、これので

すね、医療、福祉に関しての産業別雇用者シェ

アに対する１人当たりの現金給与総額に関して、

医療、福祉が３５２万円という県平均が出てい

るんですね。その下に公務というのもありまし

て、県立病院は公務の場合は６７３万円という

数字もあるんですが、どちらの範疇でデータ計

算をされているのかというのがちょっと気にな

ったもんですから、県立病院は１人当たりのこ

の現金給与総額で見た場合に、いくらぐらいの

数字になっているのかなという部分が、もしこ

の分については後ほどでも構いませんので、分

かれば教えてください。

それから、３点目でありますが、いよいよラ

グビーのワールドカップが来年開催をされます。

激しいスポーツでありますんで、脳しんとうと

か、いろんな準備、県立病院ももうまさしく地

域の中核病院、最先端でありますんで、何らか

のオファーとか連携、やっているんじゃないか

と思うんですね。そういう意味で、当初は３試

合だったけれども、準々決勝２試合あるわけで

すから、これ大変な状況だろうと思います。準

備がですね。そういう意味で、どのような準備

をなされていらっしゃるのか。

それと、今年６月にはプレマッチとして日本

代表とイタリア代表の試合もあるわけで、こう



- 7 -

予算特別委員会会議記録 第６号

いったときにそういった準備を相当しておかな

いといけないんじゃないかなと思っております

んで、その辺の準備状況についてもお知らせく

ださい。

塩月県立病院総務経営課長 まず、１点目の、

医師の数のことでございますけども、現行の３

０年度予算につきましては、現在の医師の人数

をもとに同数で計算をしております。

御案内のとおり、医師はなかなか、募集をす

ればすぐに充足するというものではございませ

んので、とりあえず現行どおりで積算をしてお

りますけども、引き続き確保の努力はしてまい

りたいと考えております。

それから、２点目の給与費に関してですが、

正確な数字が今、持ち合わせておりませんので、

後ほどまたお調べしてお答えしたいと思います。

井上県立病院院長 ３点目のワールドカップの

ラグビーの試合に伴います急患の発生に対しま

しての対応状況でございますけれども、主要な

基幹病院の中でも既に受け持ちの担当を、手挙

げですけれども、決めて、どういう形で担当を

決め、順番を決めていこうかという話し合いが

もう既に行われております。

ちなみに、実際に話し合われている中では、

選手のけがをして運ばれるという回数は、イギ

リスなどの例を見ていましても、そんなに多く

はないようです。むしろ観客からの気分不良と

か、そういった形への対応の数のほうが数的に

は多いだろうという予想はされています。

そういった中で、対応病院の中での順番を決

めながら煮詰めていくということが既に始まっ

ております。以上です。

塩月県立病院総務経営課長 さきほどの２点目

の給与費の関係でございますが、平均給与であ

れば数字がございますので、もしよろしければ

それでお答え、よろしいですかね。

ドクターの平均給与はですね、１，５８３万

７，２９４円となっております。以上です。

麻生委員 ありがとうございました。やっぱり

県立病院というのが大分県下の安心で質の高い

医療サービスの充実の中核になってくるでしょ

うから、高額医療機器も最先端のものをできる

だけ早く導入すると同時に、医療スタッフに関

しても、大分でどんどん吸収、県立病院に吸収

して、その後、地域の一次救急とか地域医療と

か、その人材、あるいは機械含めて、うまく回

せるような仕組みづくりというのがこれから必

要になってくるんじゃないかと思いますんで、

リースとかそういったことも含めて、今までに

ない仕組みづくりということにもちょっと視点

を置いて取り組んでいただければと思います。

特に、看護師さんについては、昨年、会派等

々で、夜勤大変だということで、幾分なりとも

改善はされているようでありますが、まだまだ

だろうと思いますんで、そういった部分もしっ

かり対処していただければと思います。

ラグビーに関しては、まちドクターとか、専

門の帯同ドクターもいらっしゃるでしょうから、

チーム帯同ドクターもいらっしゃるでしょうか

ら、むしろ観客が、大体１日に４リットルぐら

いビール飲んでですね、翌日もずっと一日中飲

んでいるというようなことで、アルコールにか

かわる課題のほうが多いかもしれませんので、

その準備が必要ではないかなと思っております。

しっかりと対処していただければ幸いでありま

す。終わります。

土居委員 精神医療センターについて、救急医

療体制についてお伺いします。

これ、どこでトリアージをするかという問題、

大きな問題で、まだ積み残しております。救急

の情報センター、私は県立病院の中で、この医

療センターの中で置くべきだと僕は思っている

んですけども、やはり輪番している民間の先生

方はそうではない考えの方もお持ちのようです。

これからまだすり合わせが必要でしょうけども、

今どのようなすり合わせの状態になっているの

かについてお伺いします。

井上県立病院院長 患者さんのトリアージ、精

神科救急のトリアージに関しての、情報センタ

ーのことだろうと思いますけれども、情報セン

ターの細かい協議については、まだ実は協議は

新年度になってからになると予定をしていると

思っています。今のところは、精神病院協会だ

とか診療所の先生方と、新しくできる県立精神
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医療センターがどういう形で連携をしていけば

よろしいかという協議を今現在は詰めていると

ころでございまして、新しい年度に入れば、先

生御指摘の情報センターをどこに置くべきか、

どんな形なのかというような議論に進んでいく

のかなというふうに考えております。以上です。

河野委員 すみません、通告がなくて申し訳あ

りません。資料の５ページ、最下段のところに

あります過年度分損益勘定留保資金についてお

伺いをいたします。

要は、３０年度の見込みとして、資本的収入

と資本的支出の差額が約９億円という形で出て

くる。これについては、大規模改修工事の負担

金１０億５千万余り、これが非常に大きいのか

と思うわけでありますが、この過年度分の損益

勘定留保資金というのは大体どのくらい残高あ

るのか、それについては県病の経営計画上、大

規模修繕、あるいは大型の機械更新等、さまざ

まな今後の支出計画に基づいて、損益勘定のほ

うで、大体このくらいまでにこの程度の残高を

残しておきたいというような計画をお持ちなの

か。こういった部分についてお聞かせいただけ

たらと思います。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 ただい

まの御質問でございますが、現在、私どもの２

８年度末で内部留保資金は４５億円、現金預金

が、失礼しました。内部留保資金が４０億円、

それから現金預金で５１億円の２８年度の決算

の状況でございます。

今後、大規模改修等で資金を内部留保のほう

から捻出していきますが、資金が最終的に必要

になるのは、年間、厳しいときで約１５億円と

見込んでおります。そういうものを今後中期計

画等でしっかりと見据えて、資金計画を立てて

いくようにしております。

河野委員 今ありましたけれども、いわゆる大

規模修繕プラス予定のなかった、予定になかっ

たというか、あったのかもしれないが、精神医

療センターの整備にかかわりまして、この内部

留保の関係と、それから現金預金の保有状況、

これによって一般財源からの負担金、あるいは

そういった整備費に関する補助金、こういった

ものは影響を受けるんでしょうか。

塩月県立病院総務経営課長 精神医療センター

に係る財源についてということだと思うんです

が、そこについては、一般会計側とこれから協

議をしていくところでございますので、議員が

言われたように、留保資金が直接影響するとい

うものではないということでございます。

衞藤委員長 いいですか。

堤委員 どうもすみません。今、説明を聞きな

がら、ちょっと思いました。さきほどの平岩委

員の働き方改革で、職場環境の改善というのは

かなり進んできているなと思うんだけども、お

医者さんとか看護師さんの出退勤管理。つまり

時間管理を具体的にどういうふうにされている

のかなと。タイムカードでしているとは思うん

だけども、そこら辺をどういうふうにしている

かというのを、つまり残業代、残業時間を少し

でも少なくさせるという、そういう立場で頑張

ってると思われるんです。この辺少し教えてく

ださい。

二つ目は、３ページの室料差額収益、これ多

分差額ベッド代のことを言っているのかなと思

うんだけども、これ厚労省の通知の中でも、治

療上の必要によって個室へ入院、入室させる場

合には、差額ベッド代は請求してはならないと。

こういう通知が出ているんですけども、県立病

院としてここら辺の考え方と、どういうふうに

請求をしているかということを少し教えてくだ

さい。

塩月県立病院総務経営課長 １点目の勤怠管理

についてお答えいたします。

県立病院では、現在タイムカードは使用して

おりません。看護師につきましては、システム

を導入しておりまして、勤務表とかはシステム

で管理をしております。ただ、出退勤そのもの

を入力するシステムではございませんので、現

在そういったシステムの導入について検討して

いるところで、業者を呼んで話を聞いていると。

そういった段階でございます。それを導入すれ

ば、医師、その他行政等の職種についても同様

の勤怠管理を導入することになる予定でござい

ます。以上です。
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羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 二つ目

の御質問でございます。差額ベッド代でござい

ます。

当院では、差額ベッド料を料金規則の中で定

めて徴収いたしておりますが、特に感染症の疑

いのある患者さん、もちろんその患者さん、そ

れからハイケアの必要な患者さんにつきまして

は、医療上の必要性を見きわめて個室管理をい

たしております。そういった患者さんにつきま

しては、免除規定がございまして、差額料をい

ただいておりません。御本人の希望で個室を御

希望される患者さんにつきましては、決められ

た金額をいただいているという状況でございま

す。

堤委員 システムの導入の関係で、今、県庁も

県職員とか、またその教職員の関係でもそうい

う出退管理をしていこうと。ちょっとどういう

システムを今検討されているのかということを

もう一遍教えてください。

免除規定があるということで、非常にこれは

いいなと思うんだけども、その免除規定で昨年

１年間どれぐらいその申請が……分からん。分

からなければ、後でそれは資料でいいですから、

分かれば教えてください。

塩月県立病院総務経営課長 １点目のシステム

についてでございますが、現在検討しているの

は、病院に入るときにカードをかざして入室時

刻をシステムに登録する。退出も同様に、退出

時刻を登録する。こういったシステムの検討を

しているところでございます。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 差額料

を徴収している分っていうのは自動的に分かる

んですが、免除している分がどのくらいという

のは、統計上出しておりません。各病棟がそれ

ぞれの判断で免除しているのではなくて、看護

部長、事務局長、それから院長が内容を精査し

て、これは免除であるという許可を出しながら、

院内の許可を出して免除を適用させております。

免除している患者さん、それから病状について

は、記録としてきちっと残しておりますが、そ

れが免除した金額がどのようにというところま

では数字を出してはございません。

堤委員 免除の件数は分かるのか。後でいいで

すよ。分かれば、件数が分かれば。

玉井県立病院副院長兼看護部長 件数につきま

しては、今ここでは持ち合わせておりませんの

で、帰れば分かります。

さきほど言いましたように、差額料ですけど

も、特に感染症の時期、感染症に対する免除が

大変多うございまして、インフルエンザ、それ

からＭＲＳＡ等の感染の方が最も多い。それか

ら、次に多いのが、満床の場合ですね。個室し

かあいていない場合、そこを流用させていただ

く。それから、手術ですね。手術の後、どうし

てもそういったハイケアの管理が必要で、ハイ

ケアがあいていない場合、個室として管理させ

ていただく。こういった方が大変多いとなって

おります。

衞藤委員長 ほかに御質疑ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

衞藤委員長 ほかに御質疑もないようですので、

これをもって病院局関係予算に対する質疑を終

わります。

なお、執行部が入れ替わりますので、しばら

くそのままお待ちください。

―――――→…←―――――

警察本部関係予算

衞藤委員長 これより警察本部関係予算の審査

に入りますが、説明は主要な事業及び新規事業

に限り、簡潔かつ明瞭にお願いします。

それでは、警察本部関係予算について執行部

の説明を求めます。

太刀川警察本部長 では、私から、第１号議案

平成３０年度大分県一般会計予算のうち、警察

本部関係につきまして御説明をいたします。

お手元の資料、平成３０年度警察本部予算概

要の１ページをお開きください。平成３０年度

警察本部当初予算概要でございます。

ローマ数字Ⅰの予算のポイントをごらんくだ

さい。平成３０年度県政推進指針の政策であり

ます。

１の安全・安心を実感できる暮らしの確立の

基本方針といたしまして、（１）犯罪に強い地

域社会の確立のため、鑑識科学センターの建設
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により科学捜査の高度化を図るほか、特殊詐欺

被害に対するコールセンター等による高齢者や

コンビニ等への注意喚起を強化いたします。

（２）人に優しい安全で安心な交通社会の実

現のため、信号機等の交通安全施設を整備する

ほか、高齢運転者・歩行者の両面から交通安全

指導等の取組を強化いたします。

また、２の人を呼び込む地域が輝くツーリズ

ムの推進の基本方針といたしましては、（１）

翌年のラグビーワールドカップ開催を見据えた

海外誘客の加速のため、摩耗した横断歩道、一

時停止標示の更新及び英語併記の信号機地名板、

道路標識の整備を集中的に実施し、来県する観

光客等にとって安全かつ快適な交通環境を整備

いたします。

次に、ローマ数字Ⅱの事業体系をごらんくだ

さい。Ⅰの予算のポイントで御説明いたしまし

たことを具体的な事業として県政推進指針に沿

って体系づけたものでございます。事業内容に

つきましては、後ほど御説明いたします。

次のページ、２ページでございますが、をお

開きください。

平成３０年度警察本部の当初予算額は、表の

一番左の区分欄の警察本部①の計の欄に記載の

とおり、２７４億９，３５６万２千円でござい

ます。これを平成２９年度当初予算額と比較い

たしますと、表の一番右の前年度対比の欄に記

載のとおり、４，９５９万７千円、率にして０．

２％の増額となっております。

上段の人件費の予算額は、２１０億９，１１

５万４千円で、退職者の増加に伴う退職手当の

増額等により、平成２９年度当初予算額と比較

いたしますと、表の一番右の前年度対比の欄に

記載のとおり、３億７，３３４万５千円、率に

して１．８％の増額となっております。

その下の事業費の予算額は６４億２４０万８

千円で、大分東警察署の建設工事の完成等によ

り、平成２９年度当初予算額と比較いたします

と、表の一番右の前年度対比の欄に記載のとお

り、３億２，３７４万８千円、率にして４．８

％の減額となっております。

それでは、創生前進枠事業及び主要事業等に

つきまして御説明いたします。

６ページをお開きください。警察本部費でご

ざいます。

一番左の事業名欄に記載の給与費の２１０億

９，１１５万４千円につきましては、警察官２，

０９２人、一般職員３４５人、計２，４３７人

に対する給料、手当等の人件費でございます。

１０ページをお開きください。警察施設費で

ございます。

一番左の事業名欄の一番上に記載の鑑識科学

センター整備事業費１０億８，４４５万９千円

につきましては、平成２９年度と３０年度の２

か年で行う庁舎建設等に要する経費のうち、最

終の平成３０年度分の経費でございます。昨年

１０月に着工し、今年１０月に完成する予定で

す。

二つ飛ばしまして、交通安全施設整備費７億

６，２７８万７千円につきましては、交通管制

機能の充実、信号機の新設、更新等、交通安全

施設の整備を行うものでございます。

その下の、高齢者交通安全環境整備事業費４，

９９８万６千円につきましては、高齢者の交通

事故を防止するため、事故多発地区に高輝度横

断歩道や人感ライトを設置して視認性を高める

など、高齢者に優しい交通環境の整備を行うも

のでございます。

その下の、創生前進枠事業、おもてなしの交

通環境整備事業費１億５３万１千円につきまし

ては、今年の国民文化祭や来年のラグビーワー

ルドカップ等のビッグイベントの開催に備え、

国内外から大分県を訪れる観光客等にとって、

安全で快適な交通環境を整備するため、摩耗の

進んだ横断歩道の改修などを３か年計画で集中

的に行うなどしたいと考えており、その初年度

分でございます。

具体的には、イベント会場の周辺や主要宿泊

地へのアクセスルート、さらに温泉や観光地に

アクセスする主要幹線道路などの摩耗した横断

歩道や一時停止の標示の塗りかえを平成３０年

度から３か年で行います。

また、インターチェンジや観光地への分岐点

となる箇所等に英語併記の信号機地名板を平成
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３０年度と３１年度の２か年で整備いたします。

さらに、外国人が交通事故を起こした場所や

主要な観光地の周辺などに、ＳＴＯＰ、アルフ

ァベットのＳＴＯＰを併記した「とまれＳＴＯ

Ｐ」の標識を平成３０年度に集中して整備いた

します。

１３ページをお開きください。警察活動費で

ございます。

一番右の事業概要欄、上から二つ目の創生前

進枠事業、特殊詐欺水際対策強化事業費１，７

２８万６千円につきましては、コールセンター

事業を継続し、電話での注意喚起の際、資料の

送付を希望した高齢者などに対しては、被害防

止用の広報資料を送付するとともに、コンビニ

利用の新たな手口等を認知した際には、コンビ

ニにファクスで手口の紹介や声かけを依頼する

など、対策をさらに強化してまいります。

また、コンビニで電子マネーを販売する際に、

注意喚起を印刷した封筒に入れて渡していただ

くことで被害防止を図ります。

さらに、詐欺の手口に対応したポスターやチ

ラシを作成し、被害防止を呼びかけます。

上から七つ目の、装備資器材等充実強化費１

億１３２万３千円につきましては、このうち１，

５４２万３千円が創生前進枠事業で、災害発生

時に迅速な情報収集や初動対応ができるよう、

冠水道路や瓦れきが堆積した悪路でも走行可能

な特殊装備を備えた災害対策車両２台を整備す

るものでございます。

１５ページをお開きください。一番右の事業

概要欄の一番上に記載の、高齢者交通事故防止

総合対策事業費５８９万６千円につきましては、

このうち１９６万２千円が創生前進枠事業で、

高齢運転者の交通事故を防止するため、自動車

販売店などと連携して、安全運転サポート車の

普及促進を内容とするパンフレットを作成した

り、高齢歩行者の交通事故を防止するため、老

人クラブ連合会と連携して交通安全の個別指導

を実施するものでございます。

一つ飛ばしまして、交通事故総量抑止対策推

進事業費７２０万１千円につきましては、この

うち１１３万３千円が創生前進枠事業で、幼稚

園児に交通安全への意識を持たせるための幼稚

園訪問活動事業でございます。

以上で説明を終わります。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。

衞藤委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入りますが、執行部の皆さん

に申し上げます。

答弁は挙手し、私から指名を受けた後、自席

で起立の上、マイクを使用し、簡潔明瞭に答弁

願います。

事前の通告者が４名おります。時間も限られ

ておりますので、円滑な進行に御協力願います。

それでは、順次指名してまいります。

桑原委員 予算概要１３ページ、一般警察活動

費のうち、装備資器材等充実強化費について質

問いたします。

事前にいただいた資料によりますと、犯罪発

生情報等を電子地図上に表示し、視覚的な犯罪

分析を行う情報分析システムリースと、各種犯

罪情報を集約して一元的に検索することにより、

早期の犯罪解決や適切な被害者保護などに活用

する総合捜査情報検索システムリースに予算が

計上されておりますが、これらは犯罪を予防す

るためのシステムなのか、犯罪が起きた後に活

用されるシステムなのか、お教えください。

髙山刑事部長 お答えをいたします。

まず、犯罪分析システムでございます。今、

委員御説明にありましたとおり、これは連続的

に発生した犯罪情報等を電子地図上に表示し、

視覚的に犯罪分析を行うというものであり、犯

罪発生後の捜査に活用しておるものでございま

す。

次に、総合捜査情報検索システムであります

が、このシステムは、各種の捜査情報等を集約

して一元的に検索することにより、犯罪捜査や

適切な被害者保護に資するためのシステムであ

りまして、犯罪発生後はもとより、犯罪を未然

に防止するためにも活用しております。以上で

ございます。

桑原委員 犯罪が起きてから対処するよりも、

事前にですね、未然に防いだほうがいいという

ことは、改めて言うまでもないと思います。捜
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査ももちろん重要ですし、鑑識科学センターの

建設も結構なことなんでありますが、予防医学

的に犯罪のほうももっとハイテク化していくべ

きだと考えております。

私は、昨年の定例会の本会議質疑で、ＯＩＴ

Ａ４．０の一環として、ＩｏＴ、ビッグデータ、

人工知能を活用して警察業務を効率化すること

を提案させていただきました。そのとき、太刀

川警察本部長から、人工知能の中がブラックボ

ックスになっていると、公判においてどのよう

な形で証拠が収集されたかを検証する中で問題

になるという御答弁をいただきましたが、私は、

必ずしも捜査に限定して提案したわけではなく、

実際に海外で人工知能はむしろ犯罪の捜査より

も犯罪の防犯に使われております。

例えば、シカゴ市警は、２０１７年１月から

７月にかけて人工知能による犯罪予測システム

をサウスサイドに導入しました。コンピュータ

ーアルゴリズムがデジタルマップ上に表示する

犯罪が発生しそうな地点を重点的にパトロール

した結果、シカゴ全域では殺人事件が前年同期

より３％増えた中で、この地域では発砲事件が

３９％減、殺人事件は３３％減るという結果を

もたらしております。

こうした成功を受けて、日本でも神奈川県が

人工知能を捜査や防犯に使うことを検討し始め

ました。ディープラーニングの能力を持つコン

ピューターに、事件や事故が起きやすい時間帯

と場所を予測させ、パトロールの順路に組み込

ませるだけでなく、連続発生した事件の容疑者

が同一かどうかを分析させたり、容疑者の次の

行動を予測させたりするシステムを東京五輪ま

でに運用したいとのことです。大分県警にとっ

ても、こういった神奈川の事例は参考になると

思うんですが、いかがでしょうか。

江熊生活安全部長 議員御指摘の部分につきま

して、現在ではその人工知能を使ったようなと

か、取り入れるとかいうような具体的な話は現

在ございません。ただ、今あるものでしっかり

と分析を、さきほど刑事部長が説明しましたと

おり、データをいろんなところから集めまして、

それを複合的に活用して、犯罪の発生を予測し

たりしながら活動しております。

ただ、今後そのようないろんな、さきほどお

っしゃいました人工知能などの活用がだんだん

有効だというのが分かってくれば、今後そのよ

うなことも検討していくだろうというふうに思

います。今言えることはこの程度でございます。

桑原委員 大分県警でも、その画像からナンバ

ーを判別するような独自のシステムをつくられ

たりしているということを聞いていますけれど

も、こういうのも他県がね、どんどん使ってい

くような形にもなると思いますし、大分県警と

しても、他県の先進事例も注視して今後に生か

していただければと思います。

衞藤委員長 いいですか。

堤委員 予算概要書の１４ページ、刑事警察費

ですね。平成２９年度の予算では、この中にビ

デオカメラ等のリース料が３５台あると昨年の

予特で報告されていましたけども、その数につ

いて変化はあるのかないのか。

また、平成３０年度予算にはどれぐらいの予

算化がされているのか。

それと、もう一つですね、先日、訓戒等措置

記録について報道もされているんですけども、

この中で、懲戒に至らない訓戒処分が５人、こ

れにも至らない注意処分が２１人、昨年１年間

でこれだけあったんですから、過去５年間では

どういうふうな状況なのかと。また、概要はで

すね、主な概要については報道されていますけ

ども、中でも同僚の個人情報照会があります。

法律を守るべき警察職員が法律違反をすること

は言語道断であるというふうに思いますし、さ

らに、臼杵津久見署の警察官が盗撮容疑で捜査

されているというふうな報告もあります。

これまで何かあるとね、県警は、引き続き職

員の綱紀粛正に努めるというふうに言っていま

すけども、本当にその空虚な言葉に聞こえてし

まうんですけども、本気になってどう対処して

いくのかというふうなところをお伺いをいたし

ます。

田原会計課長 まず、ビデオカメラのリース台

数及び予算についてお答えいたします。

３５台につきましては変動がございません。
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年間を通しての借り上げとして、３５台分３４

６万１千円の予算を計上しております。以上で

ございます。

加門警務部長 ２点目の御質問につきましてお

答えさせていただきます。

懲戒処分に至らない監督上の措置につきまし

ては、記録が残っている平成２７年以降では、

平成２７年が３４名、平成２８名が３３名、平

成２９年は２６名となっております。

県警としましては、非違事案の絶無を期す決

意を持ち、平素から倫理観を涵養し、職務倫理

を保持させるべく、全ての職員に対する教養を

実施するなど、取組を進めているところであり

ます。以上です。

堤委員 あと、来年度予算について、平成２９

年度の３５で変わらんというふうには聞いたん

だけども、この平成３０年度予算についてのビ

デオカメラのリース件数はどれぐらいあるか。

これ３５で変わらないの。（「一緒でございま

す」と言う者あり）じゃ、２９年と３０年は一

緒っちゅうことだな。（「そうです」と言う者

あり）分かりました。

それと、今の、加門さんがお話しされました

けども、この問題というのは本当にずっとある

わけですよね。注意喚起して、いろんな問題が

その後も出てきてね、そのたんびに本部長がこ

れまでも立たれて、マスコミの前で謝罪して、

綱紀粛正をするというのを本当に常に言ってき

ております。これでも、なかなかこういうふう

なその状況が変わらないっちゅうことはね、や

っぱりどこかに何か問題があるんだろうという

ふうに思うんですけども、そこら辺について、

本部長についてね、どういうふうにきちっとや

っていくかということを再度お尋ねをいたしま

す。

太刀川警察本部長 お答えします。これは、た

だいま加門警務部長が申し上げたことに尽きる

というふうに私は考えておりますが、その上で

申し上げますと、以前にも申し上げたことがあ

るかもしれませんが、警察の仕事というのは県

民の安全・安心を守るという非常に重要な仕事

であります。そのために、さきほども御質疑が

ありましたような必要な装備資器材を配備して

いただいたり、あるいは法令上の権限を警察官

が与えられているわけでございます。そういっ

たものを適切に行使しながら、仕事で成果を上

げていくと。これが一番重要なのではないかな

というふうに思っております。

ただ、もちろんその仕事をしている職員一人

一人は生身の人間でございますので、家族もご

ざいますので、その私生活においても、これは

健全に充実をさせると。そういう姿勢がやはり

重要であろうというふうにも思っておりますの

で、こういった意識が隅々まで浸透するように、

我々一堂力を尽くしていきたいというふうに考

えております。以上です。

衞藤委員長 いいですか。

守永委員 ありがとうございます。２点ほど質

問させていただきますが、まず予算概要１０ペ

ージの交通安全施設整備費と交通安全施設維持

管理費についてなんですが、交通安全施設整備

費で、信号機の新設・更新等交通安全施設の整

備が行われているわけですけども、近年、電球

型の信号からＬＥＤ仕様の信号機に適宜更新さ

れていると思っています。現在、このＬＥＤ式

の更新の状況、普及率はどのようになっている

か教えてください。

また、ＬＥＤ式に更新することによって、電

気消費量が軽減されていると思うんですけども、

電気使用料なり、電気料なり、その軽減効果が

分かる数値をお持ちであれば教えていただきた

いと思います。

また、この更新を進めるに当たって、交差点

の信号を更新する優先順位といったものが、方

針があれば、それを教えていただきたいと思い

ます。

次の２項目めが、予算概要１１ページの自動

車運転免許事務費についてなんですけども、更

新時講習業務委託料が７０６万４千円予算化さ

れていますけども、講習内容については、必須

項目といったものが何か示されているものがあ

るのか教えていただきたいと思いますし、講習

内容が各県警本部で任意に設定できるのであれ

ば、委託先と講習内容についての協議の場とい
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うのはどのようにしているのか教えてください。

三浦交通規制課長 ＬＥＤ式信号機の関係でご

ざいます。

ＬＥＤ式灯器は、電球式と比べると、西日の

反射で全色点灯しているように見える、いわゆ

る疑似点灯の問題がありません。それと、電球

切れがないため、毎年の電球交換が不要となり

ます。消費電力が５分の１と低く、電気料金が

安くなりますなどの効果があります。

ＬＥＤ式灯器は、平成２９年度末で県下信号

灯器２万４，１４６台のうち、１万２，３２３

台となり、整備率は５１％となる見込みでござ

います。

なお、信号機等の電気料については、平成２

８年度は２７年度と比べて約１，５００万円削

減されました。

信号灯器の更新については、現在全てＬＥＤ

式信号での更新を行っておりまして、その場所

については、事故発生率の高い主要路線をはじ

め、生活道路や小・中学校周辺など、緊急性の

高い場所を優先して更新を進めていっておると

ころでございます。以上でございます。

曽根崎運転免許課長 更新時講習の件について

お答えします。

更新時講習の講習内容につきましては、道路

交通法施行規則で、優良運転者、一般運転者、

違反運転者及び初回更新者の区分ごとに講習事

項、講習方法、またその時間が規定されており

ます。これに基づき、警察庁から示された講習

科目、講習細目、留意事項等に沿って講習の実

施を委託しているものであります。

具体的な講習科目としては、道路交通の現状

と交通事故の実態、運転者の心構えと義務、安

全運転の知識等が示されております。また、い

わゆるあおり運転等、昨今の交通事故情勢を踏

まえまして、特に取り上げて教えることが必要

な事項や当県の交通事故の特徴等につきまして

は、随時講習に取り入れるよう指導を行ってお

るところでございます。以上です。

守永委員 ありがとうございます。さきほど信

号機の更新等については、緊急性があるところ

があれば、それを緊急的にと、優先的にという

ふうなお話でしたんで、特に小学校周辺等につ

いては、子どもの見守りという点で横断歩道に

ＰＴＡがついてといった地域もあるわけですけ

ども、やはり明確に信号が分かるということが

大事でしょうから、その辺はぜひ積極的に進め

ていただければと思っています。

もう一つ、免許更新時の運転講習についてな

んですけども、基本的には中央から示されてき

た項目なり内容があるというふうなことですけ

ども、その地域地域の特性なり状況を踏まえて

検討する部分があるというふうなことだったと

思いますけども、今、さまざまな日常生活の中

で、運転者ですね。ドライバーが交差点の通過

の際に、どうも一番最初に学んだ交通ルールを

忘れてしまっているという状況が散見されるん

で、交差点というのは事故の多い場所でもあり

ますし、基本に立ち返るときに、どういうとこ

ろを注意すればいいというのをドライバーの方

々にきちんと伝えるというのは、免許更新時に

最低でも５年間ずっと繰り返していければ、徹

底はできるはずなんですけども、ぜひそういう

ふうな取組をしながら、大分県下で特異性のあ

る交通事故が少しでも減るように対策を講じて

いただければと思いますんで、ぜひ工夫をお願

いしたいと思います。以上、要望としてお願い

いたします。

馬場委員 ありがとうございます。１点だけ、

おもてなしの交通環境整備事業ということで、

さきほど詳しく御説明があったのですが、ちょ

うど昨年、中津市だけですけども、横断歩道と

か、一旦停止とか、側線とか、センターライン

とかを見て回りました。そのときに県民の方か

ら、消えているというところがかなりあるとい

うようなお話もありましたので、そのときに、

横断歩道、それから一旦停止は公安委員会、そ

れからセンターライン、側線は土木建築部とい

うふうになっているというふうに思うんですけ

ども、このおもてなしの交通環境整備事業とい

うことで、来県する観光客の方の交通安全とい

うのが目的になっていると思うんですけども、

この、さきほど御説明がありましたように、３

か年で、横断歩道、一時停止、多分５３１か所
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というふうになっていくのかなと思うんですけ

ども、横断歩道は大分県全域でどのくらいある

のかということが一つと、それから英語表記の

信号機の地名板の設置というのが２か年で多分

３０か所というように設置をされていくのかな

というふうに思うんですけども、どのあたりに

設置をされていくのかということが二つ目で、

それから、追い越し禁止ライン、黄色のセンタ

ーラインも公安委員会かなというふうに思うん

ですけども、その辺はこの事業の中、予算が非

常に厳しいと思うんですけども、この中には入

っているのかなというふうに思うんですけども、

その辺を質問したいと思います。

三浦交通規制課長 本事業は、ビッグイベント

の開催に備えて、国内外から大分県を訪れる観

光客を含む県内全ての人が安全で快適に行動で

きる交通環境を整備するものでございます。

具体的には、摩耗した横断歩道や一時停止の

標示を塗りかえて、安全で快適な交通環境を整

える。英語を併記した信号機の地名板やＳＴＯ

Ｐを併記したとまれ標識を整備して外国人の県

内旅行をサポートすることを事業内容としてお

ります。

まず、横断歩道についてですが、大分県内に

は平成２８年度末現在で約１万３，４００本の

横断歩道があります。今後３年間でこの事業に

より約３，８００本の更新を行う予定でござい

ます。

英語表記の信号機地名板の設置箇所について

は、来県する外国人ドライバー等の目印となる

よう、大分空港や高速道路の出入り口から国民

文化祭の会場や主要観光地を結ぶ路線を選んで

整備いたします。追い越しのためのはみ出しを

禁ずる黄色の標示、これについては本事業の対

象とはしていませんが、通常の交通安全施設整

備事業として毎年更新を行っていっておるとこ

ろでございます。以上でございます。

馬場委員 ありがとうございました。大変予算

が厳しい中だと思うんですけども、ぜひ進めて

いただきたいなというふうに思います。終わり

ます。

衞藤委員長 以上で事前通告者の質疑を終了い

たしました。

ほかに御質疑のある方は挙手をお願いします。

河野委員 事前通告なくて申し訳ございません。

１５ページの高齢者交通事故防止総合対策事業

費等に絡んでお伺いをいたします。

私も免許更新時等に、いわゆる高齢者の事故

が多発している現状についての講話を伺わさせ

ていただいたときに、特に車両の右側から突如

高齢者があらわれるような感覚で人身事故が発

生している件数が非常に多いというお話を伺い

ました。高齢者にとってみると、横断を開始す

る時点で右手側からの車両の通過ということ、

進行が来るかということの確認はするけれども、

それから先の左手からの車両の進行について、

ほとんど認知されずにそのまま飛び出していく

というような状況、そして、車からすると、ヘ

ッドライトの光軸というのはやや斜め左方向を

向いているということから、右側から突出して

くる高齢者の発見がおくれて交通事故につなが

っているというようなこともございます。

そういったことについて、高齢者に対する認

識、特に深夜、早朝、暗い時期におけるそうい

った高齢者が散歩等歩いていることを結構私も

目にするものですから、そういった交通事故の

特性にあわせた事故防止対策というのがどのよ

うに講じられているかについてお聞かせくださ

い。

渡邉交通部長 議員御指摘のとおり、高齢歩行

者の事故というのが多発しておりまして、そし

て特に効果があるのが、高齢者に対する体験講

習ということで、歩行環境シミュレーター等を

使いまして、実際にそのシミュレーターの中で

歩いていただいて、そして事故の形態を経験し

ていただくというふうな取組を行っております

し、そして関係機関、そして団体の方等と連携

して、高齢者宅等を回って、そういった危険な

状況というのを注意、広報しているという状況

でございます。以上でございます。

衞藤委員長 いいですか。

ほかに御質疑はありませんか。

小嶋委員 １点だけお聞かせください。

最近は、県警のＯＢの方々が紺の制服を身に
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つけて、朝、あるいは子どもたちの登下校時な

どに交通指導といいますか、安全確保を努力な

さっている姿をよくお見かけします。心から敬

意を表します。そういう方々のボランティア活

動もあって、地域の交通安全というものは確保

されていると思いますし、また一方で、かねて

より私も関心を持ってきておりましたし、また

私も地域の役員でもあるんですが、交通安全協

会の充実というものが、私は今後さらに、県警

のみではなかなか達成できない安全対策という

ものがサポートできる体制として交通安全協会

あると思うんですけども、お伺いするところに

よると、年々加入者が減少しているということ、

それから、免許の年数も２年から３年、３年か

ら長いので５年、５年の更新時というのになる

と、入る人は５年に１回しか入らないというこ

ともありますから、加入で達成できる原資、活

動費用などの枯渇も懸念されるのではないかと

いうふうに思っています。細かい数字を聞いて

いるわけではありませんから、十分なデータは

持っておりませんが、この数年間の交通安全協

会の加入者推移が、もしこの場でお分かりにな

ればお示しいただきたいと思います。１点だけ

です。

渡邉交通部長 お答えをいたします。交通安全

協会の加入者の推移ですけれども、平成２４年

が３４．７％、そして２５年が３６．１％、２

６年が３９．２％、そして２７年が３９．２％、

そして２８年が４１．５％で、少しではありま

すけれども、加入増加している状況にあります。

以上でございます。

小嶋委員 ドライバー総体のうちの約４割とい

うことだと思います。年々数字が向上している

ことについては、敬意を表しますし、今後も努

力いただきたいと思いますが、やはり交通安全

協会に加入をするということによるドライバー

の意識づけということが、一方では私は重要で

はないかなと思いますし、近年、すごくその無

謀な運転する方もいらっしゃいますから、そう

いう方々にはぜひ交通安全協会入って、そして

地域のそういう活動に参加いただくということ

も啓発の役割としては非常に大きいものがある

と思いますし、地域の活動も活発に取り組んで

いるところは極めて活発に、私が住んでいる地

域なんていうのはすごく活発に研修会などもや

っていますから、そういうことを通じて地域の

交通安全が確保できると思うので、警察のみで

は達成できない交通安全を、交通安全協会のサ

ポートなどにもぜひ・・・していただけるよう

に、さらなる加入者の増加に県警のほうも努力

をいただきたいと、このように思います。以上

で終わります。

衞藤委員長 ほかに御質疑ありませんか。

ほかに質疑もないようですので、これをもっ

て警察本部関係予算に対する質疑を終わります。

暫時休憩します。

午前１１時２３分 休憩

―――――→…←―――――

午後 １時 再開

毛利副委員長 休憩前に引き続き委員会を開き

ます。

―――――→…←―――――

教育委員会関係予算

毛利副委員長 これより教育委員会関係予算の

審査に入りますが、説明は主要な事業及び新規

事業に限り、簡潔かつ明瞭にお願いいたします。

それでは、教育委員会関係予算について執行

部の説明を求めます。

工藤教育長 第１号議案のうち、平成３０年度

大分県一般会計予算のうち、教育委員会関係に

ついて説明をいたします。

お手元の平成３０年度教育委員会予算概要の

１ページをお開きください。

Ⅰ、予算のポイントにありますとおり、教育

委員会では大きく三つのテーマを掲げ、教育行

政を推進をしてまいります。

一つ目は、教育委員会の基本理念でもある、

生涯にわたる力と意欲を高める「教育県大分」

の創造で、全ての子どもたちに未来を切り開く

力と意欲を身につけさせる教育を推進をしてい

ます。学力向上の面では、昨年の全国学力・学

習状況調査で、課題であった中学校でも成果が

あらわれつつありますが、教科の中には伸び悩

んでいるものがありますので、引き続き学力向
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上の取組を推進をしてまいります。

高校では、高大接続改革などを見据えた授業

改善やグローバル人材の育成を図るとともに、

地域に信頼され選ばれる、魅力、特色ある学校

づくりを一層推進します。

体力については、着実に向上しておりますが、

運動する子とそうでない子の二極化の状況にあ

りますことから、運動習慣の定着に取り組んで

まいります。

特別支援教育では、一人一人の教育的ニーズ

に応えられるよう、教育環境の整備と教職員の

専門性の向上を推進をするとともに、障がいの

ある子どもとない子どもがともに学べるインク

ルーシブ教育システムの構築に向けた取組など

を進めます。また、進路実現のための進学、就

労支援体制についても強化いたします。

いじめ、不登校については、未然防止と早期

発見、早期対応の徹底を図るとともに、不登校

児童生徒の学校復帰に向けてさらに支援を進め

てまいります。

二つ目は、芸術文化による創造県おおいたの

推進であります。

県民共有の財産である文化財や伝統文化を適

切に保存、管理するとともに、国民文化祭、全

国障害者芸術・文化祭を契機に、子どもたちが

文化財や伝統文化に親しみ、理解を深める機会

の充実を図ります。

三つ目は、スポーツの振興であります。屋内

スポーツ施設の建設を進め、県民が生涯にわた

り日常的にスポーツに親しめる環境を整備する

とともに、トップアスリートへの重点的な支援

などによって、競技力向上のさらなる推進を図

ります。

次に、２ページの、Ⅱ、事業体系をごらんを

いただきたいと思います。

この体系図は、県政推進指針のうち、教育委

員会が主に所管をする項目を体系的にあらわし

ているものであります。各項目ごとに教育委員

会の主な事業を記載をしております。

３ページをごらんください。平成３０年度教

育委員会予算であります。

教育委員会の予算額は、左から２列目、予算

額（Ａ）の欄の上から３番目にありますように、

１，１６６億９，８１５万９千円であります。

これを右から３列目の２９年度当初予算額

（Ｂ）欄と比較をいたしますと、その右の欄に

ありますように、額にして２５億７，６６７万

円、２．３％の増となっております。

内訳は、その上にありますとおり、人件費が

約２億２千万円の減となる一方、事業費が２８

億円の増となっております。

人件費の減は、教職員数の減などに伴うもの

で、事業費の増は、県立スポーツ施設の工事費

が増額となることなどによるものであります。

それでは、創生前進枠事業や新規事業を中心

に、主な事業について説明をいたします。

２０ページをお開きください。事業名欄２番

目の、教員業務サポートスタッフ活用事業費３，

２７８万９千円です。この事業は、教員の事務

負担を軽減し、児童生徒と授業に向き合う時間

を増やすため、授業準備の補助などを行うスク

ールサポートスタッフを公立小・中学校３０校

に配置をするものであります。

その下の、教職員の働き方改革推進事業費１，

２３３万円であります。教職員が心身ともに健

康で能力を最大限発揮できる職場環境を整備す

るため、県立学校にはタイムレコーダーを設置

し、また事務職員等にパソコンの稼働状況を把

握するためのシステムを導入し、稼働時間を客

観的に把握できるようにするものであります。

次に、４２ページをお開きください。学校建

設費の施設整備費２６億８，９３５万６千円で

あります。県立学校の学習環境の向上と施設の

長寿命化を図るため、大分豊府高校など１３校

の大規模改造工事などを実施するほか、地域農

業を担う若手リーダーの育成に向け、三重総合

高校久住校の敷地内に県内農業系高校の生徒の

ための研修拠点施設を整備するものであります。

４５ページをお開きください。特別支援教育

費の項ですが、まず盲・聾学校について、事業

名欄２番目の、施設整備費２億２，７７６万１

千円であります。盲・聾学校の学習環境の改善

を図るため、今年度に引き続き、盲学校に係る

グラウンド改修を実施をするほか、新たに第三
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次特別支援教育推進計画に基づいて、聾学校の

移設に向けた基本設計などを実施するものであ

ります。

次に、４６ページであります。支援学校費、

事業名欄２番目の施設整備費でありますが、１

億６，５１７万３千円であります。特別支援学

校の学習環境の向上と施設の長寿命化を図るた

め、臼杵支援学校と竹田支援学校の大規模改造

工事などを実施をするほか、新たに第三次特別

支援教育推進計画に基づいて、高等特別支援学

校の新設に向けた基本設計などを実施をするも

のであります。

次に、５５ページをお願いします。事業名欄

２番目の、いじめ・不登校等解決支援事業費１

億３，５５１万８千円であります。これまで、

いじめや不登校など児童生徒の問題行動の解決

を図るため、小・中・高等学校にスクールカウ

ンセラーを配置してまいりましたが、来年度は

すスクールカウンセラーを１２名増員をし、国

の計画を１年前倒しして、全ての公立小・中学

校をカバーできる体制を整備をいたします。ま

た、新たに、国の調査研究事業を受けて、法律

の専門家であるスクールロイヤーによる学校に

おける教育相談にも取り組みます。

５８ページをお開きください。事業名欄一番

下の、県立学校防災備蓄事業費７４７万８千円

であります。この事業は、大規模災害発生時に

児童生徒が帰宅困難となって学校に待機する場

合に備えて、必要な物資、アルミブランケット

や簡易トイレ、ウエットティッシュを備蓄する

ものであります。

次に、６１ページをお開きください。事業名

欄２番目の、中学校学力向上対策支援事業費２

億９，８８８万円であります。課題であります

中学生の思考力、判断力、表現力及び学びに向

かう力の向上を図るため、一つは、組織的な授

業改善による新大分スタンダードの徹底、二つ

は、学校規模に応じた教科指導力向上の仕組み

の構築、三つは、生徒とともにつくる授業の推

進、この中学校学力向上対策三つの提言の徹底

に向けて、人的支援などを行うものであります。

現在は、数学のみ行っている問題データベース

の配信に英語を追加するとともに、新たに、生

徒の主体的、対話的な学びを支える言語能力育

成ハンドブックを作成、配布をいたします。

その下の、中学校英語教育推進事業費１２８

万１千円であります。学習指導要領が改訂をさ

れ、３２年度から小学校英語が教科化されるこ

ととなり、新しい教育課程の円滑な実施を図る

ために、小学校教員の英語指導力向上に向けた

研修等に取り組むものであります。

６５ページをお開きください。事業名欄２番

目の、特別支援学校キャリアステップアップ事

業費１，９１９万８千円であります。この事業

は、特別支援学校生徒の一般就労を促進をする

ため、高等部の卒業生を一定期間県立学校で雇

用することによって、一般就労に必要なスキル

や労働習慣の習得を支援し、企業への就労につ

なげるものであります。また、雇用することで

得たノウハウを、特別支援学校における職業教

育や進路指導の充実につなげ、一般就労のさら

なる向上を図ってまいります。

次に、６９ページであります。事業名欄下の、

地域の高校活性化支援事業費３，５００万円で

あります。地域の高校が、地元に信頼され選ば

れる学校となるよう、地域住民等と連携をし、

魅力、特色ある学校づくりにつながる取組を継

続していくことが大変重要だと考えております。

このため、新たに、高校生が小・中学校に出向

いて英語の学習を支援したり、お祭りや商店街

などとかかわり合うなど、地域を担える人材の

育成や活力ある地域づくりに貢献する高校づく

りを推進をする、地域の高校拠点化プロジェク

トに取り組みます。

７１ページを・・・。事業名欄一番下の、地

域の未来を担う農林水産人材育成事業費１，３

３６万９千円であります。この事業は、地域の

生産者や企業とのプロジェクトチームによる問

題解決型の学習活動、先進的な農業経営者や農

業大学校等と連携をした担い手育成研修、ＧＡ

ＰやＨＡＣＣＰなどの生産工程管理システムの

導入に向けた研修を実施し、経営マインドを持

った力強い担い手の育成につなげようとするも

のであります。
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８１ページをお開きください。事業名欄下か

ら２番目の、「みんなの読書」拡大推進事業費

４５１万８千円であります。この事業は、読書

や図書館利用が困難な人の読書機会の充実と読

書人口の拡大を図るため、県立図書館に電子書

籍を試験導入して、読書環境の整備に向けた調

査研究を行うものであります。

次に、９１ページをお開きください。事業名

欄上から３番目の、子どもわくわく文化体験事

業費４４１万６千円であります。この事業は、

国民文化祭、障害者芸術・文化祭の開催により、

子どもたちが文化に触れ、創造する機会を創出

しようとするものであります。高校生による小

・中学生向け文化体験講座や、小・中・高生に

よる大分の魅力を発信する絵画展の開催、小学

生による国民文化祭、障害者芸術・文化祭の来

場者におもてなしの心を伝えるウエルカムカー

ドの作成など、子どもたちの文化活動の推進を

図ってまいります。

次に、１０３ページをお開きください。競技

スポーツ振興費のうち、右端、事業概要欄の上

から五つのぽつ、おおいたシンボルスポーツ創

出事業費２，２６１万円であります。この事業

は、競技力のさらなる向上を図るため、バレー

ボールやカヌーなど、全国大会等で活躍が見込

まれる競技を本県のシンボルスポーツと位置づ

けて、トップチームの招聘やアドバイザーコー

チの配置など、効果的な育成・強化を実施をす

るものであります。

また、新たに、小学生タグラグビー大会の開

催や世界トップクラスの指導者によるコーチン

グクリニックの開催など、ラグビーワールドカ

ップの開催を見据えたラグビーの普及啓発や指

導者の育成などを実施をいたします。

次に、１０４ページであります。学校体育振

興費のうち、事業概要欄の下から二つぽつ目、

部活動地域人材活用事業費１，６８４万３千円

であります。この事業は、教員の部活動指導に

係る負担軽減と指導の質の向上を図るため、技

術指導や引率を単独で行うことができる部活動

指導員を公立中学校３０校、６０名、配置をす

るとともに、県立高校での活用の仕方について

も研究をするものであります。

最後に、次のページ、１０５ページでありま

す。事業名欄上から２番目、県立スポーツ施設

建設事業費３９億９，７００万円であります。

平成３１年４月の竣工を目指して、施設本体や

各種設備工事を進めるほか、競技用具などの備

品整備や竣工式、オープニングイベントの開催

準備などを行います。

以上で教育委員会の平成３０年度大分県一般

会計予算についての説明を終わります。御審議

のほど、よろしくお願いいたします。

毛利副委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入りますが、執行部の皆さん

に申し上げます。

答弁は挙手し、私から指名を受けた後、自席

で起立の上、マイクを使用し、大きな声で簡潔

明瞭、答弁願います。

事前通告者が８名おります。時間も限られて

おりますので、円滑な進行に御協力願います。

順次指名してまいります。

桑原委員 予算概要２０ページ、教職員の働き

方改革推進事業について質問いたします。

今回、本事業に加え、部活動地域人材活用事

業や教員業務サポートスタッフ活用事業など、

教員のための負担軽減策が講じられることにな

りました。しかし、教員の負担を軽減するには、

これだけではまだ不十分であると思います。

平成２６年度に文部科学省の委託で行われた

学校の総合マネジメント力強化に関する調査研

究によると、小・中学校の教諭が最も負担感を

感じている業務は、国や教育委員会からの調査

やアンケートへの対応であり、その次は研修会

や教育研究の事前レポートや報告の作成となっ

ています。この事業では、この二つの負担を軽

減するという視点はあるのか、また、行政とし

てこの問題にどのように取り組んでいくのか、

御見解をお願いいたします。

法華津教育人事課長 それでは、小・中学校の

教諭の負担を軽減するための取組についてお答

えをいたします。

国におきましては、平成２０年度から文部科

学省が学校を対象として行う定期的な調査の見
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直しを行っており、平成２０年度の３１件から、

平成２９年度は１５件へと、１６件の削減が行

われております。

県におきましては、教育庁の全課室で構成を

いたします学校現場の負担軽減のためのプロジ

ェクトチームの取組としまして、県教育委員会

から学校現場への定例調査文書について、平成

２７年度の調査文書件数３６０件の１割の３６

件の見直しを数値目標として全課室で取り組ん

だところであります。具体的には、調査文書の

削減のほか、調査頻度の見直しや提出期限、時

期の見直し等にも取り組みました。その結果、

平成２９年度は７１件の見直しが行われ、うち

削減は３９件となっております。今後も教員の

子どもと向き合う時間の確保のために、引き続

き調査文書の見直しに努めてまいります。

次に、研修会や教育研究の事前レポートや報

告書の作成についての対応であります。

研修会や教育研究の事前レポートの作成は、

研修等の内容を向上させるためには必要なもの

と考えております。一方で、委員御指摘のとお

り、職員の負担という点についても配慮する必

要があると考えております。

このため、近年の取組としましては、事前レ

ポートや発表用資料等の事前準備資料につきま

しては、改めて作成するのではなく、学校で作

成済みの学習指導案等で対応するよう周知をし

ているところであります。今後も、既存資料を

活用した取組を拡大してまいります。以上でご

ざいます。

桑原委員 国の調査とかも下がっているという

ことなんですけど、国の場合はですね、県の権

限でその研修そのものをなくすということはで

きないと思うんですけれども、まずは、この国

の委託の調査等々のようなものを、大分県でも

しっかりとするべきだと思います。

例えば、ＯＥＣＤの調査結果で、参加国の教

員のその業務の時間なんですけれども、授業に

充てる時間はほとんど一緒なのに、部活動がや

っぱり５時間ほど多い。事務作業が２時間半ほ

ど多いという調査結果も出ていますんで、その

業務の国とか県の教育委員会からのものの削減

がどれぐらいその時間のほうに削減に反映され

ているかというのもしっかりと調査して、こう

いうところの負担を軽減していただきたいと思

います。

研修に関しては、アメリカ、イリノイ州の調

査結果というのが有名ですけれども、余りこの

フォーマルな研修というのが実際のその教員の

質の向上につながっていない。その授業を通じ

たもののほうが効果的であるという調査とかも

ありますので、そういうところもきちっと見て

いただきたい。そして、何よりも教員の評価を

するのは、生徒やその保護者が第一番というと

ころを認識していただいて、こういうものをな

くして、保護者とか生徒にしっかりと時間を割

けるように、そっちのほうに力を注いでいただ

きたいことを要望いたしまして、終わります。

堤委員 どうも。まず、概要書の１９ページで

すね、小・中学校の３０人学級編制事業。これ

は、少人数学級での学力向上とか落ちつき等の

成果はどのように見られているのかというのが

１点。

２０ページ、サポートスタッフ活用事業と教

職員の働き方、人事管理システムですね。この

スクールサポートスタッフは小・中学校に３０

名配置するというふうになっておりますけども、

人選としては保護者等が検討されていると聞い

ていますけども、その人選の要件はどうかと。

また、それによって教員の業務がね、具体的に

どのように削減されると考えているのか。

二つ目には、タイムカードで勤務時間を管理

するのはいいんですけども、質疑でも若干指摘

しましたけども、持ち帰り仕事、基本的には持

ち帰らせないというふうに言っているけども、

どうしても持って帰って仕事をしてしまうとい

う意見があるんだけども、それについてはどの

ように把握、指導するのか。

また、さっき研修等の話がありましたけども、

ちょっと数字を聞き損ねたから、どれぐらいの

研修が減っているかということをちょっと教え

てください。

あと、管理システムがどのように今回変更さ

れるのか。
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次は、３９ページの定時制の管理運営ですね。

定時制高校の給食提供について実施している高

校はどこか。また、給食費の徴収方法及び料金、

滞納者の状況とその原因はどうか。

最後に、８７ページの人権教育振興費。２０

１７年の部落解放同盟の教育研修事業の推進に

おいて、全国高校生集会が群馬県で実施をされ

ています。参加者１１人の交通費として７４万

７，７５０円支給をされていますけども、これ

は領収書等でチェックをしているんですか。

また、２０１６年の鳥取市で開催された全国

高校生集会の参加者１２人に対し、日当が支給

されているんですけども、高校生に日当を出す

理由は何か。また、県として認めた理由は何か。

２０１７年にはそういう日当という記載はない

けども、日当は支給されていないんでしょうか。

以上の点についてお答えください。

米持義務教育課長 では、一つ目の、少人数学

級での学力向上や落ちつき等の成果についてお

答えいたします。

本県におきましては、小学校１、２年生と中

学校１年生に３０人以下学級編制を導入してお

りまして、さらに学校の規模や学校の状況に応

じて加配も含めて定数配分を行っております。

学校現場では、これらを活用して習熟度別少人

数指導やチームティーチングなど、柔軟に学習

グループを編成して少人数によるきめ細かい指

導を行って一定の成果を上げているところでご

ざいます。

学力向上につきましては、中学校１年生時の

学力定着状況を見る県独自学力調査におきまし

て、国語、数学、英語の３教科を平均した低学

力層の割合は、平成２１年度は１０．７％であ

ったのに対しまして、２９年度は８％となり、

減少しているところでございます。１％を約１

００人という勘定をしますと、３００人弱の減

かと思います。

落ちつき等につきましては、小１プロブレム

の発生率におきまして、平成２１年度は３２．

３％であったのに対し、２９年度は１７．８％

となり、これも半減しているところでございま

す。

また、少人数学級の拡大につきましては、国

に対して法律改正による教職員定数の改善を要

望しているところでございます。

なお、さきほど研修の回数はというお尋ねが

ありましたので、義務教育課の所管していると

ころにおきまして、例えばリレー式改善協議会、

小・中学校の代表者１名程度を集めている会。

これは以前、年６回行っておりましたが、これ

を深い学び、中学校の関係者に限定しまして、

年に２回というふうに縮小しております。

また、学力向上支援協議会、これも以前６回

程度行っておりましたが、これも年４回程度に

縮小しております。なお、開催も一日開催して

おりましたものを、半日開催というふうに改善

しております。以上です。

法華津教育人事課長 それでは、３点について

お答えをいたします。

まず、スクールサポートスタッフについてで

あります。

国からは、スクールサポートスタッフについ

て具体的な要件は示されておりません。人選に

つきましては、事業主体である市町村が、業務

内容等を考慮しまして、例えば教員のＯＢであ

るとか、パソコンが得意な保護者等の適任者を

選ぶことになると考えております。

続いて、スクールサポートスタッフの業務内

容につきましては、授業に使用するプリントの

印刷、印刷物や資料等のクラスごとの仕分け、

軽微なパソコン入力や掲示物の校内掲示など、

教員が授業終了後に行っているものを想定をし

ております。これらの業務を教員にかわって行

うことで、教員が勤務時間外に行っている業務

が削減されるものと考えております。

続きまして、持ち帰り仕事をどのように把握、

管理するのか、研修等が多過ぎるという声を聞

くがどう対処するのかという点についてお答え

をいたします。

まず、持ち帰り仕事についてでありますが、

平成２８年１２月に県教委が実施をいたしまし

た教職員の時間外勤務状況調査の結果で、自宅

での持ち帰り仕事の状況は一定程度把握をして

おります。
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スクールサポートスタッフや部活動指導員の

配置など、文科省の緊急対策を踏まえました取

組を進めていく中で、業務改善を図り、できる

だけ学校の中で業務が終わるよう、教員が教育

活動に専念できる体制づくりに努めていきたい

と考えております。

続きまして、研修等への対処でありますけど

も、研修については、教育課題の解決や重点取

組の推進のため、必要な研修については実施す

べきものと考えております。その中で、教員が

子どもと向き合う時間を確保する観点から、教

職員の研修、会議の精選、縮減を、平成２３年

度以降、平成２２年度比３割削減を目標として

取り組んでまいりました。その結果、平成２９

年度実施の研修、会議で、目標の平成２２年度

比３割縮減を達成する見込みであります。

平成３０年度におきましても、法定研修であ

る中堅教諭等資質向上研修の校内及び校外の研

修日数を、昨年度の２４日から１９日に削減す

るなどの見直しを行っており、今後も引き続き、

精選、縮減に努めてまいります。

続きまして、３点目の人事管理システムにつ

いてであります。

現在の人事管理システムは、平成１０年に開

発したシステムがベースとなっており、平成２

２年に一部機能拡張などの改修をしているもの

の、開発後既に２０年が経過し、セキュリティ

ーの向上や処理スピードの高速化などが課題と

なっております。特に課題としましては、サー

バー、ＯＳのサポート期限が切れ、セキュリテ

ィーリスクがある。職員のパソコンの更新が控

えておりますけども、システムが対応していな

い。システム自体が構造的に古く、処理遅延や

不備が多々ある。人事評価制度の一部がシステ

ム化されないといった課題がございます。

こうしたことから、来年度これらの課題解決

を図るため、現行システムの改修を行うもので

あります。

一方、人事評価制度が平成２８年度から導入

されておりますが、この評価事務がシステムと

リンクしていないため、今回の改修にあわせて

システムの中に取り込むことで、人事異動作業

などを効率的に行うことができるようにしたい

と考えております。

なお、人事管理システムにつきましては、教

育委員会独自のシステムではなく、知事部局等

と共同運用しておりますので、今回の再開発に

当たっても事務局と一緒に行ってまいります。

以上でございます。

井上体育保健課長 定時制の管理運営に係る給

食のことについてお答えをしたいと思います。

まず、給食提供について実施している高校で

ございますが、全ての定時制高校、大分工業高

校、爽風館高校、日田高校、中津東高校で実施

をしております。

また、給食費の徴収方法は、爽風館高校が半

期払い、その他の高校は月払いで現金を徴収し

ております。

給食費は、食材の仕入れの値段など、学校の

実情にあわせて学校ごとに決定をしておりまし

て、１人当たり月額で５千円から５，７００円

となっております。

直近の２８年度のデータによりますと、定時

制４校のうち２校は滞納者がなく、その他の２

校においてそれぞれ４名と２名、合わせて６名

の滞納者があると把握をしております。

給食費滞納の原因としては、全て経済的理由

によるものでございます。以上でございます。

樋口人権・同和教育課長 人権教育振興費につ

いてお答えいたします。

まず最初に、本年度群馬県で開催されました

全国高校生集会の旅費７４万７，７５０円につ

きましては、旅行会社の請求書及び領収書で支

出を確認しております。

また、昨年度鳥取市で開催されました全国高

校生集会におきましては、参加者１２名分の旅

費として、交通費、宿泊代、日当を６１万４，

２６０円計上しておりますが、その内訳は、高

校生９名分及び引率者３名分の交通費、宿泊代

と、引率者３名の日当であることを領収書で確

認しており、高校生には日当を支給しておりま

せん。

なお、平成３０年度の予算では、総額として

昨年と同様の額８５万５千円を計上しており、
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兵庫県神戸市で開催予定の全国高校生集会への

派遣経費等含まれているというふうに考えてお

ります。

２０１７年度の日当につきましては、部落解

放同盟大分県連合会は委託金額の範囲内で支給

するとしておりますことから、２０１７年度は

支給していないと確認しております。今後につ

きましては、支給しない方向で検討していると

ころでございます。以上でございます。

堤委員 どうもありがとうございました。

少人数学級の関係ですけども、拡大について

は毎回国に要望しているということも分かって

いるんですけども、それだけその一つには学力

の問題、落ちつきの問題で成果が出てきている

と。県としてこういうふうな成果について、や

はり国に対してもいろんな声かけ等しているん

ですけども、そういうことに対して国の基本的

な考え方、定数の拡大については、今のところ

どういうふうになっているかというのを最後お

伺いをいたします。

それと、持ち帰りの問題については、調査の

中でもそういう持ち帰り仕事があるというのは

質疑で質問したけども、なかなかそれを把握す

るというのはやっぱり難しいという面があるん

ですね。先生が持って帰っちゃうと分かりませ

んからね。だから、そこら辺を校長なり、教頭

なり、そこら辺その上司は、どのようにそれを

しないでなるたけ校内でしてもらうというふう

な方向を強めていかないかんのだけど、そうい

うその連絡の密度といいますかね、そういうと

ころというのはどう具体的にするのかなという

のがちょっと分からないので、最後それをお伺

いいたします。

それと、定時制の関係ですけども、６人の方

の滞納がおられると。経済的な理由によるもの

ということなんだけども、これ減免申請という

か、減免というのはあるんですか、これ。高校

について、給食費の。それをちょっと教えてく

ださい。ないから滞納になったのかなと思うん

だけども、そういうふうな制度も本当に必要で

はないかなと思うんですよ。やっぱり働いて、

給食費を払って、それが払えないという方々が

実際に６名おられるわけだから、そういう方に

対して具体的にそういう救済措置というのは考

えていないのかというのを教えてください。

最後に、人権教育の関係では、日当は今後な

くしていこうというふうなことだけども、ただ、

やはり不自然だよね。つまり、１年間のときだ

け日当という記載があってね、それ以外のとき

には全く記載がないわけですよね。だからそう

いう点では、この日当というのがどういう形な

のかなというふうに、非常に疑義を持たれるよ

うな業務の報告書になっていますからね、今後

それが、日当というのはなくすという方向であ

ればそれでいいと思いますけども、それはまあ

要望にしておきますから。

以上の点、お願いします。

井上体育保健課長 定時制高校の給食費の件に

ついてでございますが、現在のところ、給食費

滞納をしている者についての減免の制度という

のはございません。しかしながら、勤労青少年

の高等学校夜間定時制課程への就学を促進し、

教育の機会均等を保障するため、働いている生

徒のうち希望する生徒に対しては、給食費の一

部を減額し、経済的な支援を行っているところ

でございます。以上でございます。

法華津教育人事課長 いわゆる持ち帰り残業に

ついてでありますけども、いわゆる持ち帰り仕

事につきましては、教職員からの自己申告によ

らざるを得ず、なかなか客観的に時間を把握す

ることが難しいといったところでございます。

この持ち帰り仕事につきましては、健康管理

やワーク・ライフ・バランスの観点、また個人

情報の持ち出しといった情報管理の点からも問

題がありますので、こういったことが起こらな

いよう、学校の中で仕事が終わるよう、働き方

改革、業務改善にしっかり取り組んでまいりた

いと考えております。以上でございます。

毛利副委員長 あと、国の、あったでしょう。

法華津教育人事課長 定数の改善につきまして

は、国のほうに毎年度要望しております。その

結果、加配定数の一部基礎定数化が図られまし

たけども、今のところ、それ以降の定数改善の

動きというのはございません。以上でございま



- 24 -

予算特別委員会会議記録 第６号

す。

毛利副委員長 よろしいですか。

原田委員 私は、２点について通告に沿って質

問させていただきます。

まず、２３ページ、２４ページの給与費にか

かわってです。

小・中学校では、病休・研修代替等の臨時講

師の慢性的な不足が続いています。具体例を言

いますと、別府教育事務所のある小学校では、

９月に女性の方が産休代替に入ったんですけど、

事前に教育事務所のほうから多くの方々に声を

かけていただいたみたいで探したんですけど、

結局いなくて、結局どうしたかというと、教育

事務所からは、ＴＴ加配があったわけですけど、

そのＴＴ加配をそっちのほうに回してくれとい

う形で要請があり、今もそのままになっている

ような状況であります。

臨時講師の慢性的な不足について、現状、原

因、そして対策をお聞きしたいと思います。

２点目は、５５ページにありますいじめ・不

登校解決支援事業費についてですが、スクール

ロイヤー活用事業が新たにされることになりま

したんで、その内容についてお聞きしたいとい

うふうに思います。

法華津教育人事課長 それでは、１点目の病休

・研修代替等の臨時講師の確保についてお答え

をいたします。

新卒者が横ばいの状況の中で、大量退職に伴

う大量採用により、臨時講師希望者が減少傾向

にあること、教員採用試験の受験者の多くが既

に臨時講師などとして働いていることや、希望

者の偏在、教科の不一致、さらには病休代替に

ついては任用期間が不安定であることなどの理

由により、臨時講師の確保には苦労をしている

ところであります。

そうした中で、代替職員を確保するため、新

たな取組としまして、本年度の退職者を対象に、

公立学校共済大分県支部が県内６ブロックで行

う退職者説明会において、年度途中の休職代替

等として再雇用等人材バンクへの登録に協力を

お願いするとともに、希望調査を行うなど、退

職者の一層の活用に取り組んでいるところでご

ざいます。

さらには、教員養成を行う県内７大学との連

携協力に係る連絡協議会におきまして、教員免

許保有者の増加につなげるため、教職課程に進

む学生を増やしていただくよう協力依頼も行っ

たところでございます。

新たな取組に加え、引き続き、県外、県内の

大学等におきまして、採用試験説明会を実施し、

本県への教員志望者の増加を図る取組も行って

まいります。教育庁内、教育事務所を挙げ、市

町村教育委員会に協力を得ながら、臨時講師の

早期確保に向けて引き続き取り組んでまいりま

す。以上でございます。

宗岡教育委員会参事監兼学校安全・安心支援課

長 それでは、スクールロイヤー活用事業費の

内容についてお答えをいたします。

学校や教育委員会の判断では迷う事案につい

ては、法的側面からアプローチをしまして、法

令に基づく対応、助言を行うということが一つ

の役割でございます。また、児童生徒、教職員、

保護者を対象に、いじめ防止に係る人権教育な

ども実施をしていただきます。

その具体的な活用方法でございますけれども、

相談に対しまして、法律に照らした対応方法等

のアドバイスを行う相談事業、二つ目に、未然

防止としまして、小・中・高等学校における法

教育の授業や学校関係者、保護者を対象とした

講演会の実施、そして子どもや保護者を対象に

しました無料相談業務、電話での相談業務、こ

れを計画をしているところでございます。以上

です。

原田委員 最初の、病休・研修代替等の臨時講

師の件ですけど、ますますひどくなるんじゃな

いかなというふうに思っているんです。それは、

大量の退職ですし、時代ですし、人手不足の時

代だからであります。今までの方法じゃ、なか

なか、もっともっとひどくなるというふうに思

っているんです。皆さん方も努力されているの

は知っていますけど、このことについて、根本

的な解決の方法はやっぱり考えていかんと、現

場はやっぱり大変だなというふうに思っていま

すんで、また一般質問等で質問していきたいと
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思います。

２点目のスクールロイヤーなんですけど、ち

ょっと今お話を聞いて、私自身は、例えば弁護

士との委託契約みたいな形をするんかと思った

んですけど、そうではないんでしょうか。

宗岡教育委員会参事監兼学校安全・安心支援課

長 スクールカウンセラー、スクールソーシャ

ルワーカーと違いまして、弁護士会のほうに話

をしまして、委員おっしゃられるように、委託

業務ということで実施をしたいと考えておりま

す。

原田委員 分かりました。じゃ、ちょっとお聞

きしたいんですけど、日弁連のほうからもスク

ールロイヤーに対する整備を求める意見書とい

うのがネット上にも出ていますけど、その中に

こういった部分があります。学校側からの依頼

により、内部的に助言、指導を行うものであっ

て、学校側の代理人となって対外的な活動を行

うものであってはならないというふうな文面が

あるでしょう。つまり、例えばいじめ問題や体

罰の問題のときには、時として学校側と保護者

が対立・・・場面があるわけですね。そのとき

スクールロイヤーの方々が、いわゆる学校の弁

護人、代理人となっては、この事業というのは

うまくいかないんじゃないかなと思うんですけ

ど、スクールロイヤーの基本的立場についてど

のように考えているかお聞きしたいと思います。

さらに、もう一つ学校現場の問題として、い

わゆるパワハラの問題があるんです。校長や教

頭が威圧的な態度をとって、なかなかメンタル

的に追い込まれる方もいらっしゃるんですけど、

例えばスクールロイヤーの方に、教育委員会が、

校長、教頭を通さずに教職員の方が直接相談す

るようなことは可能なんでしょうか。

以上２点お願いします。

宗岡教育委員会参事監兼学校安全・安心支援課

長 お答えいたします。スクールロイヤーのま

ず立場でございますけれども、御存じのとおり、

校内でいじめ等につきまして、学校の対応に、

保護者の説明責任について足りないという部分

もございます。そういった部分について、学校

のほうが弁護士のほうにアドバイスを受けて、

そして弁護士はそれにアドバイスをすると。対

象は学校のみならず、保護者のほうも対象とし

たいというふうには考えておりますので、学校

の代弁者ということでは考えてはおりません。

それから、教職員のパワハラ等の問題につい

ては、今のところ想定はしてはおりません。子

どもを中心にした生徒指導の問題ということで

対応を考えているところでございます。以上で

す。

守永委員 ありがとうございます。三つお尋ね

したいと思います。

予算概要の２０ページの教職員の働き方改革

推進事業費についてですけども、この事業で勤

務時間を客観的に把握するための措置として、

タイムレコーダーの設置が予算化されています

けども、このタイムレコーダーはどこに設置す

るのかというのを具体的にお聞きしたいのと、

またこのタイムレコーダーによる出勤退庁の判

断基準はどのように考えているのかお尋ねした

いと思います。

次に、２０ページの教職員業務サポートスタ

ッフ活用事業費についてですけども、働き方改

革推進事業で把握された勤務実態を踏まえて、

スクールサポートスタッフの配置については見

直しを行う予定があるのかお伺いしたいと思い

ます。

もう一つが、４０ページのものづくりスペシ

ャリスト育成推進事業費ですけども、具体的に

どこにどのような設備を整備されるのか、具体

的にお伺いしたいと思います。

法華津教育人事課長 それでは、２点について

お答えをいたします。

まず、１点目の、タイムレコーダーについて

であります。

タイムレコーダーの設置場所につきましては、

原則として職員室を想定しておりますけども、

これについては学校現場の声を聞きながら具体

的に対応してまいりたいと考えております。

次に、出勤、退庁の判断基準についてであり

ますけども、職員は出勤、退庁時にＩＣカード

をタイムレコーダーにかざすことで出退勤の時

刻を記録していくというふうに考えております。
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記録漏れがある場合につきましては、本人に確

認するなどして対応することを考えております。

そのほか判断に迷うケースがあれば、先行県

の状況も確認しながら適切に対応していきたい

と考えております。

次に、２点目の、教員業務サポートスタッフ

についてであります。

スクールサポートスタッフが事業に使用する

プリントの印刷等を行うことで、教員が勤務時

間外に行っている業務が削減すると考えており

まして、スタッフを配置する市町村教育委員会

と連携し、有効活用を図っていきたいと考えて

おります。

当該事業につきましては、国の補助事業を活

用し実施しておりますことから、３１年度以降

の配置につきましては、まずは国の動向を注視

するとともに、スタッフの配置効果も踏まえ、

検討していきたいと考えております。以上でご

ざいます。

森﨑教育委員会参事監兼教育財務課長 ものづ

くりスペシャリスト育成推進事業費の内容につ

いて御説明したいと思います。

本事業は、将来の産業界を担う高度な技術を

持つ人材の育成を図るため、農業や工業の専門

高校の実習施設、設備を、魅力的な学びの場と

なるよう整備するものでございます。

３０年度は一応６校を整備する予定でござい

ます。具体的には、高等学校、国東高等学校に

電子回路のプリント基板作成装置を、大分東高

校に畑の畝をつくりながら同時にビニールシー

トをかぶせていく平畝整形マルチ機一式を、さ

らに電気で溶接するアーク溶接機を、津久見高

校に金属を溶かして型に入れ凝固させる溶解炉

を、玖珠美山高校に肉加工品の乾燥、薫煙に使

用する薫煙器を、日出総合高校に安定した草む

ら栽培を可能にする温室自動制御装置を、最後

に三重総合高校には菓子製造などに使用する電

熱オーブン関連器具一式を整備する予定でござ

います。

今後も学校や部会等の協議を十分に行いなが

ら、真に必要な設備の整備を行っていく予定で

ございます。以上でございます。

守永委員 ありがとうございます。

まず、タイムレコーダーの設置によって把握

されるそういったいわゆる出勤、退庁の時間と

いうことになると思うんですけども、結果的に

は、いつ来ていつ帰ったかというのが把握され

るということで、具体的にどのような勤務実態

かというのは、それぞれからヒアリングとか、

そういうふうなことを行うようになるのかなと

いうふうに想像したんですけども、もし具体的

にその後の勤務実態の把握作業が行われる予定

があれば、それ、具体的にどういうふうに行う

のか教えてください。

また、サポートスタッフの活用については、

結果的には３０年度中に実態把握ができた上で、

特に必要があれば３１年度の事業でそれが生か

されていくというふうになるのかなというふう

にイメージをしたんですけども、それでいいか

どうかというのをお返事いただきたいと思いま

す。

あと、ものづくりスペシャリスト育成推進事

業費については、それぞれの専門家の養成高校

の中で必要な機材を準備するというふうなこと

になるわけですけども、それぞれ備品の耐用年

数とか、ものを想定すると、長期的な教育計画

とうまくリンクさせた上で必要なものを購入し

ていくというふうなこともあるでしょうし、中

には単年度で切りかわるかもしれないというも

のに対して整備ができないという機材もあるの

ではないかと思うんですが、そのような機材に

ついてはどのような対応をされているのか、教

えてください。

法華津教育人事課長 それでは、２点について

お答えをいたします。

まず、１点目のタイムレコーダーによる時間

の把握でありますけども、タイムレコーダーに

よって勤務時間を客観的に把握することで、長

時間勤務者への管理職による指導や、必要に応

じて校務分掌の割り振りの見直し等を行い、教

員の長時間勤務の改善や子どもと向き合う時間

の確保につなげていきたいと考えております。

２点目の、スクールサポートスタッフについ

てでありますけども、当初国のほうでは、４か
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年をかけまして、最終的には１２学級以上の学

校には１名を配置したいというふうに言ってお

りましたけど、ちょっとその辺が今トーンダウ

ンしておりまして、今、次年度以降の動向がは

っきりはしておりませんけども、当然配置した

スクールサポートスタッフの効果等も見ながら、

また次年度に向けていろいろと検討はしていき

たいと考えております。以上でございます。

森﨑教育委員会参事監兼教育財務課長 基本的

には、学校からの要望に基づいて私どもは整備

しております。最近では、やはり検定試験とか、

そういうものがやっぱり多いです。ＣＡＤとか

ですね、今年度であればＣＡＤやフォークリフ

トとか、そういうものも入っております。

今後とも、やはり学校のニーズ、そういうも

のと十分協議しながら整備していきたいという

ふうには考えております。

守永委員 ありがとうございます。教職員の働

き方をどのように改善していくかという中で、

子どもと向き合う時間をいかに確保していくか

という観点は、ぜひ尊重していただいて、改善

に向けて努力をお願いしたいというふうに思い

ますが、ただ、教職員の場合、超勤手当そのも

のはつきませんよね。４％の手当がその代替と

いうふうな形になっていると思いますんで、実

態を把握した中で、この４％を上回るような勤

務実態というものが実情として把握されたとき

に、やはりそれをどういうふうに改善していく

のか。基本的には、超過勤務の時間外時間を削

っていくというふうな方向で、人を増やすなり、

そういった工夫が必要になってくるのかなとい

うふうに思いますけども、ぜひその辺は、ワー

ク・ライフ・バランスがきちんととれるような

対応をお願いをしておきたいと思います。

また、専門課程を有意義に教育を進めていく

上では、そういった教材とか、特に新しい機材

にどうなじんでいくかというのは、ある意味、

その学科に進学をして将来をどう夢見るかとい

うことにつながる部分もあると思いますんで、

積極的に環境整備をお願いしておきたいと思い

ます。以上、要請として。

後藤委員 よろしくお願いします。私は、７１

ページの地域の未来を担う農林水産人材育成事

業について伺いたいと思います。

これ、結構な予算を割かれてされると思うん

で、非常にいいと思うんですが、具体的に農産

物食品加工品における生産工程管理システム導

入に向けた研修事業費とありました。さきほど

教育長のほうも、ＧＡＰやＨＡＣＣＰというお

話をされていましたが、例えばどこの高校でど

んな生徒さんを対象に、もしくはその先生を対

象にするのかとか、あと、講師を多分呼ばれる

と思うんですけど、こういったどんな講師を呼

ばれるとか、そういったことをお尋ねしたいな

というふうに思いますし、例えばそこで受けら

れた生徒さんが県内就職を目指す場合もあるで

しょうが、中には進学をとかっていう場合もあ

ると思いますが、そういったことも具体的に考

えられているんであれば、教えていただきたい

と思います。よろしくお願いします。

姫野高校教育課長 生産工程管理システム導入

に向けた研修事業費についてお答えいたします。

本事業は、地域の農業法人や食品加工業者、

関係機関と連携をいたしまして、農作物及び食

品加工品の安全を確保するための生産工程管理、

さきほど・・・ましたＧＡＰ、ＨＡＣＣＰの取

得を目指すものでございます。

食の安全と安心に対する高い意識と専門スキ

ルを持った人材育成ということで、農業水産系

高校９校において取り組むこととしております。

具体的な取組といたしましては、先進的取組

を行っている農業法人などの生産現場の視察研

修、それから、農業大学校と連携したＧＡＰの

学習会、さらには各校合同による学習成果の発

表会ということに取り組んでまいりたいという

ふうに考えております。

なお、この事業によりまして、さきほどおっ

しゃるように、農業人材、農業大学校や関係機

関への就職、そして進学という、農業の高い意

識を持った人材育成を図ってまいりたいと。

あわせて、この事業によりまして、農業系高

校８校のＪＧＡＰ認証の取得を目指してまいり

たいというふうに考えておるところでございま

す。以上です。
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後藤委員 ありがとうございました。とてもす

ばらしいことだとは思うんですが、ただ、気に

なることが、大分県としてそのＧＡＰ認証農業

法人、それからそのＨＡＣＣＰを取れるような

食品加工業者ということで、増えるようにとい

うことでやっているとは思うんですが、いまだ

数は増えていませんし、私、どちらかと言いま

すと、できれば農業高校、農業系の学科に行か

れた方に、やっぱりもう少し農業簿記だとかで

すね、いわゆる大学でいうところのＭＢＡみた

いな、ああいう、しっかりマネジメントだとか、

そういうのをされたほうがいいのではないかと

いうふうに思ってます。

といいますのも、所管がその農業大学校にな

ると、こちらじゃないとは思うんですけども、

例えば、その農業系学科の高校から農業大学校

に進んだ場合に、それまでやってきたことが果

たして生かせるかどうかとかも含めてなんです

けど、やはり農業法人に就職する場合は、実際

に雇用するほうとして見たら、何もＧＡＰだと

かＨＡＣＣＰだとか、その取得認証よりも、む

しろ実践的に農業簿記だとかやれる方だとか、

そういった農業簿記を習得すれば、ほかのとこ

に行っても使えるとかっていうこともあります

し、私はそういったとこにも力を入れられたら

どうかなとはと思っておりますが、もし何かコ

メントあれば、いただければと思います。

姫野高校教育課長 ありがとうございます。そ

ういったいろんなスキルを農業系の生徒たちに

・・・・していきたいということで、３年ほど

前の授業から地域人材を活用して、そして振興

局それから地域の企業、法人というところでイ

ンターンシップ、そしてそういった経営に関す

る勉強ということをやっているとこでございま

す。それをさらに広げていきたいということで、

再来年度、アグリ創生塾、県農業高校全体の研

修所として、そういった経営に関する勉強とい

うのを同時に入れて、県全体のそういったスキ

ルアップを図っていきたいというふうに考えて

おります。

毛利副委員長 よろしいですか。

平岩委員 ありがとうございます。

私、４点質問出してたんですけれど、１点目

の質問は原田委員と全く重なりまして、今、法

華津課長が丁寧に御答弁いただきましたので、

もう要望にとどめたいと思いますが、小・中・

高の特別支援学校の休職・産休・育休代替の数

が暫定的に組まれているということを思ってい

るんですが、さっき休職者の数が横ばいという

ふうに言われましたので、これからこの人数で

足りていくのかなということを心配していたん

です。

さきほど原田委員が言われましたように、途

中から先生がいないとか、最初から先生が足り

ないとかいうことで、本当に現場が大変な状況

になっているのを聞いておりますので、ぜひそ

こに力を入れていかなければならないと思いま

すが、今年の採用試験を受けた人の、３次では

受からなかったんだけど２次まで行った人たち

が、来年の採用試験の１次試験免除が１年から

２年に延長されたというお話を、教育委員会で

決まったということで、該当する人は、多くは

ないんですが、来年も臨時講師でまた１学期頑

張ろうって思う人が何人か出て、声を聞くんで

すね。だから、やはり、そういう部分での改善

も少し・・・・しているのかなというふうに思

ったりしますので、またそこは改善を、教員採

用試験を受ける人たちに対する改善もしていっ

ていただきたいというふうに要望しておきたい

と思います。

２点目なんですが、日本語を母国語としない

外国につながる児童生徒が、義務制の学校にど

のぐらいの人数いるのかなということ、そして、

その子どもたちに対する日本語指導や高校進学

への支援をどのようにこの予算書の中で、どこ

にどのように組み込まれているのかということ

を教えてください。

それから、５６ページの生徒指導対策費の２

４時間子供ＳＯＳダイヤル、このことが今、こ

ども電話相談って結構いろんなところがあるも

んですから、この２４時間子供ＳＯＳダイヤル

についての内容が分かったら教えてください。

それから、同じく５６ページの爽風館高校に

おける補充学習の対象者や内容、これについて
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具体的な内容をお知らせいただきたいと思いま

す。

樋口人権・同和教育課長 日本語を母語としな

い外国につながる児童生徒の数等についてお答

えいたします。

日本語指導が必要な児童生徒数は、本年２月

の調査では、県内に５０名ほどいます。支援策

につきましては、予算概要書の８７ページ、上

から２行目の人権教育研修事業費に計上されて

おります。具体的には、児童生徒への支援ネッ

トワークを構築するため、学校内外の有識者で

構成するネットワーク会議を開催したり、受け

入れ体制や支援のあり方について協議を行った

りしております。

また、外国人児童生徒教育担当者等に対して

への研修会も実施して、各学校の担当者の資質

向上を図っているところでございます。以上で

ございます。

宗岡教育委員会参事監兼学校安全・安心支援課

長 それでは、２点にわたってお答えいたしま

す。

まず１点目は、２４時間子供ＳＯＳダイヤル

の詳細についてということでございます。

この目的につきましては、児童生徒が夜間、

休日も含めまして、２４時間いつでもいじめな

どの悩みを気軽に相談できるということを目的

に実施をしております。夜間・休日業務につき

ましては、夜間につきましては１７時から翌朝

の９時まで、この部分については外部委託をし

ておりまして、その他日中につきましては、県

の教育センター、教育相談部で対応をしている

ところでございます。

相談件数や相談内容ですけれども、今年度の

相談件数は、平成３０年の２月末の時点で集約

しておりますが、ちょうど２００件でございま

す。その相談内容ですけれども、その中に２８

件の無言電話もございまして、それを差し引い

た１７２件のうち、上位からいじめが２７件で

１５．７％、学校生活に係るものが２４件で１

４．０％、家庭での悩みが２１件、１２．２％

という順番でございます。

時間帯別の相談件数を申しますと、時間帯別

では、１７時台から１９時台、ここが３７％と

いうふうに集中をしておりまして、深夜帯であ

ります２３時から４時、この時間でも１８％と

いうことでございます。月別で見ますと、７月

が一番多く、２８％を占めるという状況でござ

います。

続きまして、爽風館高校における補充学習教

室の対象者や内容について、詳しくということ

でございます。

不登校あるいは不登校傾向の中学生や高校生

を対象としまして、大分大学の学生がそのサポ

ーターとなって、爽風館高校におきまして補充

学習を行っているものであります。平成２９年

度は、中学校３年生と高校生、全高校生を対象

としておりましたけれども、平成３０年度は、

その対象を、要望の多かった中学校１・２年生

まで拡大をして実施をする予定でございます。

日時につきましては、毎週金曜日に１６時２０

分から、それから１９時から、この２回を２時

間ずつ実施をしております。

この教室に通っている子どもさんの状況です

けども、この補充学習教室で学びたいというふ

うに登録した生徒が６４名であります。１年間

に６５回実施をいたしまして、延べで４９２名

が参加をして学習をしているところであります。

最後に、生徒の声をアンケートをとりました

ので、少し紹介をさせていただきます。アンケ

ートの中で、保護者や生徒の声として、サポー

ター、大学生の年齢が近いので、学習だけでな

く、さまざまなことを話しやすいし、落ちつい

た雰囲気で学習でき、自信がついた。あるいは、

開設する曜日をもっと増やしてほしいと、そう

いった肯定的な意見が多数ございました。以上

でございます。

平岩委員 丁寧な御説明ありがとうございまし

た。

爽風館高校における補充学習を私は全く違っ

たものと捉えていましたので、今教えていただ

いてよかったなというふうに思いました。

それから、２４時間子供ＳＯＳダイヤルにつ

いてですが、会派で話をしたときに、ダイヤル

っていう言葉が今の子どもに通用するんだろう
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かっていうふうな話になりましたので、細かい

ことですけれども、そんな話が出ました。

外国につながる児童生徒のことなんですけれ

ども、８７ページの人権同和教育の予算の中に

組み込まれているということで、具体的にいく

らぐらいの予算が組まれているのか、もし今分

かるんであれば教えていただきたいと思います。

樋口人権・同和教育課長 その予算の中の２６

万１千円が外国人児童生徒ネットワーク支援会

議等に使われる予算でございます。

平岩委員 ありがとうございました。

私、毎年予算特別委員会のときにだけこのこ

とを質問してしまって、１年間ずっと何か自分

の中の取組が甘いなと思うんですけれども、こ

れ日本国籍を持つ子どもたち、中学校、小学校、

高等学校、すごく外国語に対する支援をお金か

けてやっていただいてるんですけど、２６万１

千円という非常に厳しい予算の中で、厳しい子

どもたちが５０名以上いるということだと思い

ます。言葉の壁、文化の壁、そして進学の壁、

そして進学継続できるか、いろんな壁にぶち当

たる子どもたちだと思いますので、高校教育課

も同和教育課も物すごく進路ガイダンスなどで

は支援いただいてるんですけど、またこのこと

を一緒にずっと続けていきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。

馬場委員 ありがとうございます。

私のほうは、１点だけ、１０４ページの部活

動地域人材活用事業についてお尋ねをいたしま

す。

中学校では、部活動は、運動部やそれから文

化部、そして部活に入ってない生徒もいるとい

うふうに思いますが、やはり部活は学年の違う

生徒が交流して、人間関係を築いて、同じ目標

に向かって取り組んでいくということでは、と

ても貴重な経験といいますか、そのことが中学

生にとっては大事な活動だというふうに思いま

す。今のその部活にとってみると、例えば、学

校が小さくて、合同でチームをつくったりとか、

もう部活がつくれなかったりとか、それから先

生方も全員、多分思ってると思うんですけども、

自分が経験した部じゃないのを持つということ

で、外部指導員っていう方が今までもいらっし

ゃったというふうに思います。

今回この事業で、部活の軽減、教職員の負担

軽減っていうのを一つの目的になってますけど

も、部活の県内でどこの市町村の中学校に配置

予定なのかっていうこと、それから、県立高校

はどこの高校に配置がされているのかっていう

こと、人数的には公立中学校６０人と県立高校

枠６人ということで、多くはないと思うんです

けども、この外部部活動指導員と、今までは外

部指導員っていう名称だったと思うんですけど

も、この部活動指導員の職務内容っていうんで

すか、どういう内容でされるのかっていうとこ

ろをお尋ねいたします。

井上体育保健課長 部活動地域人材活用事業に

ついてでございますが、まず、１点目の市町村

への配置についてでございます。

中学校の部活動指導員につきましては、市町

村が配置する場合に報酬等の一部を補助するも

のでございます。したがいまして、この事業の

対象は全市町村でございまして、市町村からの

申請に基づいて実施箇所を決定していくことと

しております。

２点目の県立学校への配置についてでござい

ますが、この事業における県立学校関係につき

ましては、部活指導員の効果的な活用について

実践研究をするものでございます。顧問が専門

外であるなど、適切な部活動運営に課題のある

学校を対象にしまして、また学校規模等も勘案

して配置校を選定していくこととしております。

３点目の部活動指導員の身分と職務内容につ

いてでございますが、身分については、中学校

の場合は市町村、また県の場合は県の非常勤職

員としての雇用となります。

また、職務内容につきましては、部活動指導

や大会等の引率でございます。これが、これま

での外部指導者とは違い、学校の教諭がつかな

くても単独で行えるというものでございます。

以上でございます。

馬場委員 ありがとうございました。

今の時点で申請が出てる市町村っていうのが

あるのかどうかっていうことが１点と、それか
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ら、この事業は、これから来年、再来年度とか、

今後も行われる事業なのかっていうところ、二

つお願いをして、教えていただいて終わりたい

と思います。

井上体育保健課長 中学校における県内の申請

状況でございますが、現時点では国の内示を待

っている状況でございます。したがいまして、

その内示がございましてから、市町村からの申

請に基づいて実施箇所を決定していくというこ

とでございます。

２点目は、来年度以降のまた見通しでござい

ますが、３０年度が初年度ということですんで、

引き続き来年度等も継続していきたいという方

向性は持っております。以上でございます。

毛利副委員長 よろしいですか。

小嶋委員 ありがとうございます。１点お願い

したいと思います。

予算概要のページ６５、マル特の特別支援学

校キャリアステップアップ事業費についてです。

教育委員会では、これまで就労支援アドバイ

ザーの配置など、特別支援学校高等部卒業生の

進路や就労支援に大きな役割を果たしてきたと

思うんですが、また今回の予算では、高等特別

支援学校の整備に向け、基本設計に着手という

説明もございました。今回のこのステップアッ

プ事業を見ますと、卒業生を県立学校に一定期

間、具体的には１年から最長３年ということで

ございますが、雇用して一般就労につなげると

いうことで、いわゆる仕事の仕方を覚えさせよ

うという狙いがあるんではないかと思います。

この事業の詳しい内容について説明をいただ

きたいと思うんですが、私が特に気になってい

ますのが、県立学校での雇用とあるんですね、

これはどんなところを予定しているんでしょう

か。特に卒業した支援学校なのか、あるいはそ

の他の学校なのか、また一般の県立学校なのか、

そういうことです。

それから、さきほど申しました、やはり仕事

の仕方を覚えてもらわなければならないってい

うことになりますと、そこで行う業務とか仕事、

どういった内容のものを予定しているのか。

そして、一番気になるのが、やはり一般就労

に向けて、指導をどういうふうにやっていくの

か、その体制についてお願いしたいと思います。

最後に、この賃金とか社会保険等を含めて、

処遇についてはどのようにお考えなのか御答弁

いただきたいと思います。以上です。

後藤教育委員会参事監兼特別支援教育課長 そ

れでは、特別支援学校キャリアステップアップ

事業についてお答えをいたします。

まず、勤務場所についてですが、任用の１年

目については、定められた時間に出勤をする、

時間内に仕事を終えるなどの働くための基礎と

なる力を獲得する段階と考えています。そのた

め、職場環境に早くなじむことができ、周囲か

らの理解も得やすい出身校等の特別支援学校を

考えております。

２年目、３年目は、学校規模の異なった職場

環境の中で、これまでに身につけた働く力の定

着と応用を目指す段階として、地域内にある県

立高等学校としております。

業務内容につきましては、本人の障害の程度

や就業場所における所管業務等を勘案し、本人

の健康と安全に配慮をして決定をいたします。

業務の例としては、校舎内の清掃、敷地内の環

境整備等の環境整備作業、それから不要文書等

の整理、郵便物等の仕分けなどの事務補助作業

を想定しております。業務評価等により、就業

場所を離れて民間企業等での職場実習も実施す

る予定です。

指導体制についてですが、就業場所の管理職

等の担当者による支援のほかに出身学校の進路

指導主任、それから障害者就業生活支援センタ

ーの職員等から成るサポートチームを結成いた

します。そして、対象者への支援を行います。

サポートチームは、担当者と連携しながら、必

要に応じて、ともに業務を行ったり相談に応じ

たりして、個別に支援を行います。また、定期

的に会議を開催し、就労の状況や今後の支援等

についての共通理解を図り、事務支援を実施い

たします。

雇用形態といたしましては、非常勤職員とい

たします。勤務日数は月２０日以内、報酬は日

額４，５００円で、勤務時間は６時間と考えて
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います。以上です。

小嶋委員 ありがとうございました。

雇用期間が１年あるいは３年かなと思ったん

ですけど、今の説明を受けますと、もう３年間

ということで決めていらっしゃるんですかね、

その点が１点です。

それから、段階的に、やはり卒業した学校で、

少し仕事になれて、２年目、３年目に違うとこ

ろに行くというのは大変いいことだというふう

に思ってます。卒業してすぐには、異なった環

境の中で、やはり仕事まで覚えるというのは難

しいと思いますから、そういった意味では大変

いいことだと思うんですけど。

ちょっと最初に、たしか１１名か何か予定を

されていたと思うんですけど、この採用につい

ては、個人の希望とか、あとそれぞれの学校の

生徒に対する適性とかを見て判断されると思う

んですけど、最終的な進路の決定はどういうふ

うにされるのか、その２点をお願いしたいと思

います。

後藤教育委員会参事監兼特別支援教育課長 勤

務場所の決定についてお答えをいたします。

もちろん御本人の希望でありますとか、それ

から通勤が可能かどうかという地域もあります

ので、そのようなことを考えながら決定をして

いきます。以上です。

毛利副委員長 雇用期間が３年でいいのかとい

う。

後藤教育委員会参事監兼特別支援教育課長 雇

用期間については、最長が３年間です。ただ、

さきほど言いましたように業務評価を行います

ので、１年目の業務評価で一般企業への就労が

可能となれば、その時点で一般就労のほうへ移

行していただくということを考えております。

毛利副委員長 小嶋委員、よろしいですか。

小嶋委員 はい。

毛利副委員長 以上で、事前通告者の質疑を終

了いたしました。

ほかに御質疑のある方は挙手をお願いします。

末宗委員 ちょっと予算書を見よったけど、見

当たらんでね、誰に質問していいかよく分から

ないんだけど。数年前話題になった民間人校長、

これはどこにあるかよく分からないんだけど、

あの民間人校長がいろいろ話題になってるんだ

けど、私、県議会で議論している中で、余り教

育委員会からも説明も受けたことないし、余り

どういう状態やったということを聞かないんだ

けどね。今、現状でどういう学校現場で成果が

出たのか、そしてどういう点がデメリットが出

たのか、そこらあたりを含めて説明していただ

きたいんだけど。そして、今後どのように持っ

ていくのか。非常に推進していくのか、現状で

やるんかなとか。そして、本当にお金がいくら

かかってるかも含めて、民間人校長に、ちょっ

とそこらあたり含めて回答を願いたいんですけ

ど。

法華津教育人事課長 それでは、民間人校長に

ついてお答えをいたします。

民間人校長につきましては、民間の経験やノ

ウハウを活用して保護者や地域のニーズを的確

に把握し、従来の固定観念にとらわれない、柔

軟で開放的な学校運営の推進を期待をしており

ます。

また、民間人校長が教育のプロである教職員

の多様な価値観を認めながら、ともに力を合わ

せて、学校が一丸となって新たな取組を進めて

いくことにより、学校現場の意識改革が図れる

こと、こうした取組が他校にもよい波及効果を

促すことを期待をしているところでございます。

民間人校長、平成２９年度時点で９名、今、

配置をしておりますけども、２名が今年度末で

退職です。また３０年度につきましては、金融

機関で業績調整役として勤務されていた方を本

年の３月に義務教育課参事として採用いたしま

して、３か月間、校長に向けて研修等を……。

すみません、１月ですね、申し訳ありません、

本年１月に義務教育課参事として採用いたしま

して、校長に向けて、学校現場や国の機関等で

の研修を踏まえまして、４月１日の小学校校長

の今、着任に向けて準備を進めているところで

あります。

配置の効果につきましては、さきほど私ども

が目的とした効果が一定程度は出てると思うん

ですけども、まだまだなかなかほかの学校への
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ほうまでは波及していないというのが課題であ

ると認識をしているところでございます。

末宗委員 質問に的確に答えていただきたいん

だけど。思うじゃなくてね、成果がどのように

出て、どんなふうに具体的に出たんかが、それ

を見込んで当然この制度をやってるわけやから、

何かこういうのを期待して制度導入したという

とこで終わってしまうようなことの答弁なら、

もう今、何年目か知らないけどね。

それと、デメリットはどんなふうだった、具

体的にどういう問題点が起きたのかという質問

したんだけど、委員長、質問になかなか答えて

くれないんだけど、的確によろしく、委員長を

含めてお願いします。

法華津教育人事課長 民間人校長の配置の効果

であります。

例えば、日田市におきまして、今年度、民間

人校長１名配置をしておりますけども、民間人

校長から見た学校現場のいい点、悪い点につい

て、研修の講師をしていただきまして、現在い

る民間人校長の方々に民間の立場から見た学校

の状況というのを知っていただいたという取組

を行っております。学校現場の校長のほうから、

そういった見方があったのかということで、非

常に参考になったという御意見もいただいてお

ります。

民間人校長の配置そのものについてのデメリ

ットは、ないものと承知をしております。

毛利副委員長 よろしいですか。

末宗委員 デメリットはないというんだね、ほ

んなら今言うたのは、回答は、それに間違いな

いわけやね、デメリットはない。

それと、学校現場において、どのように具体

的によくなったという事例も余りないわけやね。

そういう回答で受け取っていいんかな、こっち

が本当に。ちょっとそこあたりを、ちょっと。

そういうふうに受け取れるんや、今の答弁は。

法華津教育人事課長 民間人校長を配置したこ

とによるデメリットというのは、ないものと承

知をしております。

効果につきましては、一定程度出てるんです

けども、なかなか明確に民間人校長を配置した

ことによって、具体的には示せるような効果と

いうのは、すみません、今すぐに申し上げるこ

とはできないんですけども、やはり、さきほど

言いました日田市での研修等におきましては、

現場の校長先生のほうからは、こういったやは

り見方もあるのかといった点についての効果は

あったものと認識をしております。以上でござ

います。

衛藤委員 概要の１００ページ、学校保健費に

ついて、フッ化物洗口について、今年の導入目

標を教えていただけませんでしょうか。

昨年の決算特別委員会の際に、成果指標が市

町村単位になっておりました。市町村単位では

実態を正確に表現し切れないので、学校単位も

しくは学年単位できちんと成果目標をはかるべ

きだというふうに要望を申し上げましたが、そ

の点は今年どうなっているでしょうか。そうな

ってないのでしたら、理由もあわせてお願いい

たします。

井上体育保健課長 小・中学校におけるフッ化

物洗口の取組でございますが、今年度の、来年

度の計画等でございますが、まずは市町村、そ

れから全小学校への拡大に向けていきたいと思

います。

ただ、１年間で全てを完結するというのは非

常に壁も高うございますので、３０年、３１年、

３２年、そういった年次計画を持って進めてい

きたいと考えております。以上でございます。

毛利副委員長 まだ答えてない。答弁漏れがあ

るんです。

井上体育保健課長 まず、実施校でございます

が、３月１日現在で、１７市町村で１３８校の

導入をしております。

毛利副委員長 これ答弁できる……。

宮迫教育委員会理事兼教育次長 失礼しました。

フッ化物洗口については、市町村ごとに取組の

スケジュールというのはありまして、学年ごと

に進行しているところもあれば、学校ごとにと

いうことでやっているとこもございます。県教

育委員会としましては、基本的には、全校で全

小・中学校でフッ化物洗口を行うという目標の

もとに、当然まずは全市町村で導入をしていた
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だくと。その次については、もう全学校から全

学年という形で進めてまいりたいと思いますん

で、指標としてというお話でございますけれど

も、そのあたりの数字もきちんとつかんで、普

及に努めていきたいというふうに思っておりま

す。

毛利副委員長 質問の内容はよく聞いて答弁を

してほしいんですけど。

衛藤委員 もう一回説明させてもらっていいで

すか。

毛利副委員長 分かりません。じゃあもう一度

おっしゃってください。

衛藤委員 私が申し上げたのは、決算のときも

出てくるように、毎年目標の指標っていうのを

設定すると思います。その今年の予算に対する

目標の指標は、たしか去年の決特のときは、１

８市町村中１１市町村が導入っていう形だった

と思います。今年の予算に対するそのゴール、

目標っていうのは、最終的には全部なんでしょ

うけど、今年の予算に対するのはどこまでなん

ですかっていう質問を今しました。

その際の目標指標については、市町村はふさ

わしくないと思いますと。ふさわしい目標の指

標管理っていうのは、学校数もしくはさらに詳

しく学年数で管理すべきだというように思いま

すって申し上げました。

仮に市町村でやりたいっていうんだったら、

その理由は何なんでしょうか。その実態を正確

に反映してない指標を使う理由は何なんでしょ

うかっていうのを申し上げたんで、きちんとぜ

ひ質問に答えていただければと思います。

宮迫教育委員会理事兼教育次長 失礼いたしま

した。

今年度は１８市町村全てでフッ化物洗口をや

るということを、まず予算上は目標としており

まして、当然その委員おっしゃったとおり、こ

れ全学年ですね、全校全学年という形でやって

いくわけですから、そのあたりの状況もきちん

とつかみながら、市町村を指導していきたいと

いうふうに思っております。全学年、全校全学

年、それからその実施数、実施人数、こういっ

たところをどれぐらいの見通しをしていくって

いうのは、またこれから検討していきたいとい

うふうに思っております。

毛利副委員長 次長、今の答弁の前に、まずそ

の決算によって、それから進んでいってるんで、

もう少し詳しく答弁できません。

宮迫教育委員会理事兼教育次長 フッ化物洗口

は、まず、全市町村でやっておりませんから、

それをまず全市町村でやっていただくというこ

とが最大の我々の目標ということになりますけ

れども、その後は、当然その学年進行なりする

ところもございますんで、全学年でやっていく、

それを市町村にきちんと指導していくというこ

とをやっていきたいというふうに思っておりま

す。

フッ化物洗口のその最終的な目的というのは

虫歯保有率の減少ということになりますんで、

最終的なその成果指標としてはそういうところ

になるんではないかというふうに思っておりま

す。その段階として、どれだけの人数、どれだ

けの学校、どれだけの学年やっているかってい

うのもつかんでいきながら、その数字をもとに

指導を重ねてまいりたいというふうに思ってお

ります。

毛利副委員長 衛藤委員、理解できました。

衛藤委員 さきほどから質問に全くお答えいた

だけてないんですけども、教育長は御理解いた

だけてると思うんですけども、成果指標がおか

しいっていう話をしてるんですよね。何で実態

をあらわしてない成果指標を使うんですかって

いう理由に、さっきから一つも答えていただい

てないんですよ、それに尽きると思うんですけ

ども。

そして、もう一つは、ちょっと今、変な答弁

が出ちゃったんで、もう突っ込まざるを得ない

んですけども、最終的に、子どもたちの虫歯の

数が最終的な指標だって言ってんだったら、最

初からそれ使うべきじゃないですか。今やはり

答弁も取り消して、きちんと説明をお願いしま

す。別にそんな難しいこと、さっきから何ひと

つ聞いてるつもりはないんですけど。

工藤教育長 大変失礼をいたしました。

昨年の決算で、確かにその市町村単位で導入
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を云々するということについては、指標として

ふさわしくないのではないかというお話がござ

いました。このフッ化物洗口に取り組み始めた

ときに、まず我々は、全く入っていない状況の

中から、何としてもしっかり入れていく必要が

あるということで、まず、経過的な指標といい

ますか、そういうことで、まず全市町村、モデ

ル的にもしっかり取組を入れてくださいという

お願いをしてきたということで、本来であれば、

２８年までで全部入れてほしいということで随

分訴えてきましたけれども、なかなかそこまで

は行かなかったということで、さらにその取組

をその指標のまま進めざるを得なかったという

ことであります。

そして、今時点において、１町を除いてそれ

ぞれ取組というものが始まったということで、

次の段階としては、これはさきほど申し上げま

したように、指標としては、全学校、全学年で

入れていくべきだろうと。その先には、当然虫

歯の本数そのものを大きく減していくというこ

とが目的であります。究極ではゼロになること

だと思うんですけれども、じゃあ何本にします

という話は、それは指標としてはふさわしくな

いだろう。だから、取組としてしっかり全学校、

全学年でやってもらうという取組にこれから進

んでいるという段階でございます。市町村によ

ってはいろいろまだ疑問等があるというような

ことがございますけれども、そこは我々はしっ

かり訴えをしていきたいというふうに思ってお

ります。予算上、学校保健費の中で、直接この

フッ化物洗口の構成を入れるという形にしてい

るものはございませんけれども、目標としては、

あくまでそういう形でやっていきたいというこ

とでございます。

経過を含めて一応申し上げたつもりでござい

ます。

毛利副委員長 よろしいですか。

土居委員 予算概要の１２ページです、市町村

教育行政推進支援事業費についてです。

これ県と市町村の教育委員会の連携を高めて

いこうということです。今のフッ化物洗口の話

もそうですけども、やはり県教委が進めるもの

と、それをやはり市町村教委もしっかりと理解

をして、一体となって取り組むことがとても大

事です。ですけど、なかなかそうではなってな

いような現状も伺えます。

これまで市町村教育委員会、県の教育委員会、

その事務局というか職員も含めて見てきたとこ

ろ、どういう課題が見えてきて、どういう課題

を解決していけば、さらにすばらしい大分県教

育が実現するんじゃないのかというような思い

がございましたらお聞かせいただきたいなと思

います。

能見教育改革・企画課長 お尋ねの市町村との

連携につきましてですけれども、市の問うた学

校組織の取組を進める中で、今年度から３年と

いうことで、もうその第２ステージといたしま

して新たなプランを策定し、その１年目の取組

を進めてまいりました。そのプランの中でも市

町村との連携を強化するということで、例えば

市町村教育長会議、昨年度までは２回開催して

おりましたが、１回増やしまして３回にしたと

ころでございます。また、各教育事務所ごとに

管内の教育長会議、指導主事連絡会といった会

議がございますけれども、県全体でのその市町

村教育長会議と管内のそういった教育長会議、

そこの体系化も図っていこうということ、さら

には、例えば別府教育事務所管内におきまして

は、管内の行政連絡会と大変体系立った仕組み

ができ上がっております。そういった事務所間

でも他の教育事務所内におけるグッドプラクテ

ィスに学んでいこうというような促しを進めて

きたところでございます。

さらには、昨年度から地域別意見交換会とい

うことで、市町村に出向いて学校訪問、意見交

換、夜の場の懇親会まで含めて意思疎通を図っ

ていくという取組を充実してきたところでござ

います。

課題としては、いろいろと見えてきた点ござ

いますけれども、今後こういった取組をさらに

発展させていく中で、例えば、市町村からいた

だく御意見につきましても、しっかりと施策に

反映していけるようなことを考えていく必要が

あるというふうに考えてございます。
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土居委員 県教委からおろすだけではなくて、

市町村の教育委員のほうからもいろんな施策の

ヒントになるようなものをいただいて、それを

政策でしていこうということですね。一体化し

た県行政進められるよう願っています。要望し

ておきます。

麻生委員 さきほどの後藤委員の質問の中に、

質問にお答えになられて、農業高校とか水産学

科、９校が取組をしているというような話もあ

りましたが、今年は国民文化祭、それから全国

障害者芸術文化祭もあるし、食育推進全国大会

もあるわけでありまして、高校生の出番はたく

さんあるんじゃないかなと。そういう意味で、

諸収入ですね、諸収入、要は、学校でつくった

農産品とか水産物とか、そういったものの販売

収入っていうのがあろうかと思うんですが、そ

この部分が予算的にいくらぐらい見てるのかな

というのがもし分かればお答えいただくと同時

に、そうした国文祭とか食育推進大会とか全国

障害者推進大会に総参加というような話も、こ

れまでの今議会での答弁でも出てるわけであり

まして、その取組について御説明いただければ

と。予算的に教育委員会のほうの予算で余り出

て見えないもんですから、その辺の基本的な考

え方についてお伺いをしておきます。

２点目は、おおいた子ども・子育て応援プラ

ン第３期計画の総合的な評価指標、目標指標の

中で、以前から大分県の中学３年生、自己肯定

感が非常に低いということで、自分にはよいと

ころがあると思うと答えた子どもの割合と、難

しいことでも失敗を恐れないで挑戦していると

答えた子どもの割合が、全国とに乖離があると

いうことで、これをとにかく自己肯定感という

のが今年はいろんな国文祭とか食育推進大会と

かあるのをきっかけにして、きっかけがなけれ

ばなかなか進まないと思いますんで、こういっ

たものをぜひ高めていただきたいなと、そうい

う意味でのこの目標指標に対しての今年度の予

算、いろんな部分でちりばめられているんでし

ょうけれども、特に強い思いがあれば、これに

ついてお話をいただければと思います。

それから、さきほど民間公募校長のお話があ

りましたけれども、私は、これは民間公募校長

という新たな仕組みを導入したことについては、

やはりフレームワークが大事だと思うんですよ

ね。せっかく民間の今までにない視点から、気

づかなかった現場の先生方の御苦労とか頑張っ

てる部分をどれだけ伸ばすかと、先生たち頑張

ってるねっていう、褒める部分をしっかり褒め

てあげながら、ちょっとこの辺は改善したほう

がいいねっていうような、そのフィードバック

のシステムをしっかりと構築していくならば、

一般の従来からの先生方ももっと頑張れるでし

ょうし、そういうフレームワークをつくるため

のフィードバックの仕組みっていいますか、こ

ういったものをつくっていくことが重要だと思

いますんで、その点についての新年度での、特

にフィードバックのありようとか、こういうふ

うに改善するという思いがあればお答えくださ

い。

森﨑教育委員会参事監兼教育財務課長 それで

は、農場運営の関係で、収入がどの程度になっ

ているかということでございます。

予算概要には支出が主になっていますんで、

予算概要の４０ページの一番上のところにちょ

っと財産収入というところに書いているんです

けれども、約５千万ぐらいでございます。

（「課長、ちょっとマイクに近づいて」と言う

者あり）すみません、失礼しました。（「もう

少し大きな声で」と言う者あり）はい。

約５千万ぐらい毎年計上しております。これ

は、生産物のですね……（「ページは何ペー

ジ」と言う者あり）４０ページの一番上に、こ

の中に財産収入というのがございます。これが

主に農業の生徒がつくった生産物を売却した収

入になります。それをもとに、実習とかに要す

る経費、設備なんかも含めてですが、そういう

ものに使っているという状況でございます。以

上です。

姫野高校教育課長 教育委員会の国民文化祭な

どに対する取組についてお答えをいたします。

昨年度から地域みらいビジネスチャレンジ事

業という商業の授業でございますが、最初、国

民文化祭、それからラグビーワールドカップの
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おもてなし人材を育てていこうということで、

今年はビジネスマナーコンテストを導入して、

そういった対応力、もしくは商業系の生徒に英

会話力をつけようということで、別府大学ＡＰ

Ｕとの連携した英語力を鍛え、そして、いろん

な方々にそういったおもてなしができるように

という人材育成を図っているとこでございます。

来年、再来年度と、今度は実践的に実地に出て

いって、おもてなしをさせていただきたいと思

っております。

また、グローバルリーダー育成塾というとこ

ろで、県下の普通科高校の生徒を約３００名ほ

ど集めまして、ＡＰＵもしくは留学生と連携し

た英会話力、３時間ぐらいオールイングリッシ

ュで授業、ディスカッションするとか、そうい

うことで、そういった方々へのおもてなし。

また、各活性化支援事業で、いろいろ学校で

は湯布高校、宇佐高校等、そういった英語を使

っていろんな地域の観光の外国人に対する対応

等々、そういったいろんなところでおもてなし

の人材、そういったスキルを、意識を高めてい

こうというふうに考えております。以上です。

米持義務教育課長 中学生に対する応援メッセ

ージ、ありがとうございます。３点にわたって

お答えしたいと思います。

まず一つは、今年度から始めました三つの提

言重点推進校というのがございます、８校指定

させていただきました。１０学級以上の規模の

学校に人的あるいは物的支援を行うということ

で、この学校の１年、まだ１年たっていないん

ですが、学校独自の調査で、８校のうち５校が

昨年度に比べて上昇したということを聞いてお

ります。また、１校は昨年度と変わらないとい

うことと、もう１校は、調査の方法を変えたの

で答えられないということでした。期待できる

ところでございます。

二つ目は、一昨年、議員御指摘いただいた問

題データベース、これを今年度は数学のみでし

たけど、来年度は英語も取り入れて、パワーア

ップしようと考えております。御期待いただけ

たらと思います。

三つ目は、実は、新大分スタンダードという

のが、非常に県だけではなくて、県外にも知れ

渡っておりまして、各地から視察が増えており

ます。効果が出ているということでございます。

これを中学生においてもしっかりと将来につな

ぐ目当てを各時間に設定し、今の学習すること

が今後どういうふうにつながるかということを

１時間、１時間積み重ねていって、将来につな

げていくように授業改善をしようと、義務教育

課としては努めていきたいと思います。以上で

ございます。

法華津教育人事課長 民間人校長活用のフレー

ムワークについてでありますけども、今、民間

人校長と県教育委員会のほうで、年２回の意見

交換会を行っております。今、委員のほうから

褒めて伸ばすといったような御提言もいただき

ましたので、今いただいた御意見を参考に、今

後の民間人校長と県教育委員会の意見交換のあ

り方を検討していきたいと考えております。以

上でございます。

麻生委員 ありがとうございます。ぜひ頑張っ

てほしいと思いますし、最後のその民間人校長

と、それはもう民間人校長だけじゃなくて、現

場の声をどう改善等々に取り組んでいくかとい

うことと同じだろうと思いますんで、民間人校

長からも、その辺が民間企業と比べると非常に

緩やかというか、いつ、どういう形で、システ

ムとしてまだできてない、そこが問題だという

ようなこともお伺いしておりますんで、ぜひそ

れをもうシステマチックに、いつまでにどうい

う、あるいはリアルタイムで、気づいたらすぐ

改善すると、実践するということ大事でしょう

から、その辺は意識をして取り組んでいただけ

れば幸いです。

今年いろいろある事業について、そういった

ものもしっかり総参加で取り組むと同時に、産

業教育フェアも決定したわけでありますんで、

そこに向けてもきっかけづくりをしながら、産

業教育フェアを大分でやった、そのレガシーを

また次に残せるように、今から準備をしていた

だくことも要請をしておきます。終わります。

毛利副委員長 ほかにございませんか。

河野委員 １点だけお願いいたします。
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６５ページにございます発達障がいのある子

どもの学び支援事業費、これがいわゆる中等教

育の中で具体的にどのように、いわゆる中高の

連携という形が図られるのか。ちょっと見ると

ころ、７２ページに特別支援教育支援員活用事

業というのが高校教育課予算という形で組まれ

てるんですが、どうも違うんじゃないかなと思

います。

いわゆる発達障がいという形も、分かりやす

い発達障がいと大人になってからじゃなければ

分からない発達障がいというのがあって、先日

も、いわゆる社会人になって、すぐに仕事に出

られなくなって、やめてしまうという方、その

方が結局心療内科、受診すると、素因として発

達障がいがあるのではないかというふうに言わ

れたというようなことがありまして、いわゆる

その方の場合は、学習障がいやあるいは多動障

がいというよりは、いわゆるコミュニケーショ

ン能力の形成不全という形で、いわゆるチーム

プレーができないというようなこと、あるいは

自分でプランニングができないというような、

そういう方が社会人適性というのを欠く状態で

社会の中に実は出されたんだなということが分

かったという部分でありました。

そういったこの各発達障がいのその見えてく

る段階っていうのは、年齢によって随分違うと

いうことも伺っておりますので、やはり中学、

高校を通じた、そういった発達障がいのある方

への支援体制というのは、今後どういう形でと

られていくのかについてお伺いしたいと思いま

す。

後藤教育委員会参事監兼特別支援教育課長 発

達障がいのある子どもの学び支援事業というこ

とでお答えをいたします。

これについては、右の枠をごらんになってい

ただくとよいかと思いますが、合理的配慮の提

供ということで、今、全ての小学校、中学校、

特別支援学校等で合理的配慮の提供に努めてい

るところですが、なかなかまだ保護者の御理解

であるとか、中学生ぐらいになると、御自身の

御理解というところも大事になってきます。ま

ず保護者に御理解をしていただき、合理的配慮

を学校に申し出ていただくということが必要か

と思っていますので、この保護者への障がいに

対する理解促進事業費というのは、６地域で保

護者さんが参加しやすいように、土曜日に合理

的配慮についての説明会を開いております。そ

の中で小学校、中学校等で支援をいただけるこ

と等について御説明をいたしますし、高校につ

いても合理的配慮の提供が実施できますので、

そのことの手続等について御説明を差し上げて

います。

また、就労の場でも合理的配慮を申し出るこ

とができますので、ハローワークの方等に来て

いただいて、御説明をしていただいているとこ

ろです。

姫野高校教育課長 中・高の高校のほうの取組

について、教員の意識、スキルをアップという

ことで、特別支援教育課と連携を強化というの

が一番大切かなというふうに考えております。

さきほど今、合理的配慮の支援、合理的配慮

ということで、高校は、平成２８年度は２２校

６１名の支援を行ってまいりました。今年度が

２５校で８６名というとこで、合格者登校日等

々で生徒保護者に説明いたしながら、マニュア

ルに沿って支援を行っていくわけでございます。

その際に、コーディネーターを中心として、各

学校の教員で研修を行って、しっかりとした配

慮を行っていくということであります。

また、この意識、スキルアップについては、

今後ますます図っていかねばならないというふ

うに考えております。以上です。

河野委員 ありがとうございます。根本的に言

うと、要は、発達障がいをいかに早く見つけ出

すかっていうことが、実はなかなか厳しいとい

う現実にあるのかなということを感じておりま

す。その意味で、いわゆる医療の問題も当然そ

うですし、学校現場でいろんなそのコミュニケ

ーション能力っていうのの判定をするというよ

うなことも必要でしょうし、そういったことで、

ぜひ小学校の低学年レベルから、そういった早

期の発見に向けたお取組をいただきたい、こう

いったことを御要望いたしまして、終わらさせ

ていただきます。
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毛利副委員長 ほかにございませんか。

ほかにはないですね。じゃあ御手洗委員で終

わりにしたいと思います。

御手洗委員 ありがとうございます。

１０３ページ、１点だけお伺いをいたします。

スポーツの国民体育大会の件で予算計上され

ております、１０３ページです、国民体育大会

の予算計上されておりますが、やはり、大分県

のスポーツの全国に対する評価っていうのはど

こで見るかというと、やはり国民体育大会の順

位にかかってくる、私はそう思ってます。

そういう中で、近年、不本意な順位に終わっ

てます。昨年も一昨年も、議会でも頑張る、頑

張るというような形で取り組んどるんですが、

結果的にはいい成績になってない。

そういう中で、今年度、いや来年度ですが、

どういう目標で取り組むのか、この金額が上が

っている、９，６００万上がっておりますが、

どういう順位になろうとして取り組んでいるの

か、そこの点、１点だけお伺いします。

井上体育保健課長 本年の福井国体に向けての

目標等でございますが、実は、先日、大分県体

育協会の理事会で目標等がはっきり決定をいた

しましたとこでございます。目標については、

天皇杯順位１０位台を目指すということでござ

います。スローガンについては「復活～ネバー

ギブアップ」これは昨年からのスローガンでご

ざいます。

具体的な強化法につきましては、やはり団体

競技等、活躍が期待される競技等について、重

点的な強化をしていきたいと、継続してまいり

たいと、そのように思ってるとこでございます。

以上でございます。

御手洗委員 御答弁いただきました。ぜひそう

いう１０位台を目指して、１０位台を目指すた

めにはどうしたらいいかというのは分かってる

だろうというふうに思いますので、そういう目

標は、目標は目標で終わることなく、実現でき

るように頑張っていただきたいなと思います。

毛利副委員長 以上をもって教育委員会関係予

算に対する質疑を終わります。

―――――→…←―――――

毛利副委員長 以上で、本委員会に付託された

全議案に対する質疑は終わりました。

―――――→…←―――――

分科会の設置及び付託

毛利副委員長 本委員会に付託された議案をさ

らに詳細に審査するため、運営要領に基づき常

任委員会単位の分科会を設置し、審査すること

といたします。

お諮りいたします。

分科会の主査及び副主査には、各常任委員会

の委員長及び副委員長をそれぞれ充てたいと思

います。これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

毛利副委員長 御異議ないようでありますので、

そのように決定いたしました。

本委員会に付託されました全議案を、お手元

に配付の付託表のとおり、関係分科会に付託い

たします。

分科会は、明２３日及び２６日にお開き願い

ます。

―――――→…←―――――

毛利副委員長 以上で、本日の審査日程は終わ

りました。

次回は、２８日午後１０時から当議場で開き

ます。

これをもって本日の委員会を終わります。お

疲れさまでした。

分 科 会 付 託 表

件 名 付 託 分 科 会

第 １号議案 平成３０年度大分県一般会計予算 総 務 企 画

福祉保健生活環境

商 工 労 働 企 業

農 林 水 産
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土 木 建 築

文 教 警 察

第 ２号議案 平成３０年度大分県公債管理特別会計予算 総 務 企 画

第 ３号議案 平成３０年度大分県国民健康保険事業特別会計予算 福祉保健生活環境

第 ４号議案 平成３０年度大分県母子父子寡婦福祉資金特別会計予算 〃

第 ５号議案 平成３０年度大分県中小企業設備導入資金特別会計予算 商 工 労 働 企 業

第 ６号議案 平成３０年度大分県流通業務団地造成事業特別会計予算 〃

第 ７号議案 平成３０年度大分県林業・木材産業改善資金特別会計予算 農 林 水 産

第 ８号議案 平成３０年度大分県沿岸漁業改善資金特別会計予算 〃

第 ９号議案 平成３０年度大分県県営林事業特別会計予算 〃

第１０号議案 平成３０年度大分県臨海工業地帯建設事業特別会計予算 土 木 建 築

第１１号議案 平成３０年度大分県港湾施設整備事業特別会計予算 〃

第１２号議案 平成３０年度大分県用品調達特別会計予算 総 務 企 画

第１３号議案 平成３０年度大分県病院事業会計予算 福祉保健生活環境

第１４号議案 平成３０年度大分県電気事業会計予算 商 工 労 働 企 業

第１５号議案 平成３０年度大分県工業用水道事業会計予算 〃


